
(様式第 10) 

京大病サ企第 38 号  

平成 26 年 10 月 2 日  

 

  厚生労働大臣 殿 

京都大学医学部附属病院       

病院長 三嶋 理晃  (印) 

 

京都大学医学部附属病院の業務に関する報告について 

 

 標記について、医療法（昭和 23 年法律第 205 号）第 12 条の 3 第の規定に基づき、平成 25 年度の業

務に関して報告します。 

記 

1 開設者の住所及び氏名 

 住   所 〒606-8501 京都市左京区吉田本町 

 氏   名  国立大学法人 京都大学 

(注) 開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には

法人の名称を記入すること。 

 

2 名  称 

 京都大学医学部附属病院 

 

3 所在の場所 

〒606-8507 京都市左京区聖護院川原町54               電話(075)751－3111 

 

4 診療科名 

4-1 標榜する診療科名の区分 

1 医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、十六診療科名すべてを標榜 

2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度か

つ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標榜 
(注) 上記のいずれかを選択し、番号に○印を付けること。 

 

4-2 標榜している診療科名 

(1)内科 

内科 有 ・ 無 

 内科と組み合わせた診療科名等 

  1神経内科  2          3           4           5            6           7           

  8           9         10          11          12           13          14 

 診療実績 

 

 

 

(注) 1 「内科」欄及び「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に

ついて記入すること。 

(注) 2 「リウマチ科」及び「アレルギー科」についても、「内科と組み合わせた診療科等」欄に記

入すること。 

(注) 3 「診療実績」欄については、医療法施行規則第六条の四第三項の規定により、他の診療科で

医療を提供している場合に記入すること。 

 

  



(2)外科 

外科 有 ・ 無 

 外科と組み合わせた診療科名 

  1形成外科 2心臓血管外科 3呼吸器外科 4           5            6           7          

  8           9         10          11          12           13          14 

 診療実績 

 

 

 

(注) 1 「外科」欄及び「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名につ

いて記入すること。 

(注) 2 「診療実績」欄については、医療法施行規則第六条の四第三項の規定により、他の診療科で

医療を提供している場合に記入すること。 

 

(3)その他の標榜していることが求められる診療科名 

 1精神科  2小児科  3整形外科  4脳神経外科  5皮膚科  6泌尿器科  7産婦人科 

 8産科    9婦人科  10眼科    11耳鼻咽喉科  12放射線科  13放射線診断科   

14放射線治療科  15麻酔科  16救急科 

(注） 標榜している診療科名の番号に〇印を付けること。 

 

(4)歯科 

歯科 有 ・ 無 

歯科と組み合わせた診療科名 

  1矯正歯科  2歯科口腔外科   3          4         5           6          7           

歯科の診療体制 

当院では関連各科と連携して集学的治療を行い、特定機能病院の歯科口腔外科として、重度の

障害を呈する疾患、すなわち口腔腫瘍、顎変形症、顎関節症、歯槽堤萎縮症、睡眠時無呼吸症候

群、舌痛症などに対して高次で高度な医療を提供している。 

(注) 1 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名につ

いて記入すること。 

(注) 2 「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜し

ている診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。 

 

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名 

  1循環器科 2ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 3病理診断科 4          5           6           7 

  8           9         10          11          12           13          14 

 15          16         17          18          19           20          21 

(注) 標榜している診療科名について記入すること。 

 

5 病床数 

 精 神     感染症     結 核     療 養     一 般      合 計  

60床 0床 15床 0床 1,046床 1,121床 

 

  



6 医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数 

（平成 26 年 10 月 1 日現在） 

  職  種  常 勤  非常勤  合 計   職  種  員 数   職   種 員 数 

 医  師        585人 143.0人 728.0人  看 護 補 助 者          73人 診療エックス線

技師 

   0人 

 歯 科 医 師        26人  0.4人  26.4人  理 学 療 法 士          22人 臨床 

 

検査 

臨床検査技

師 

  88人 

 薬 剤 師         92人  4.0人   96.0人  作 業 療 法 士           10人 衛生検査技

師 

   1人 

 保 健 師          0人   0人      0人  視 能 訓 練 士           11人 そ の 他          0人 

 助 産 師         32人   0人     32人  義 肢 装 具 士            0人 あん摩マッサージ指圧師    0人 

 看 護 師        964人  35.6人  999.6人  臨床工学技士   26人 医療社会事業従

事者 

   8人 

 准 看 護 師          0人  0.9人    0.9人  栄  養  士            0人 その他の技術員          137人 

 歯科衛生士     5人  3.0人    8.0人  歯 科 技 工 士           3人 事 務 職 員          312人 

 管理栄養士     15人  0.7人   15.7人  診療放射線技師    64人 その他の職員          165人 

(注) 1 申請前半年以内のある月の初めの日における員数を記入すること。 

    2 栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。 

     3 「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した      

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 2 位を切り捨て、小数点以下 1 位まで算出して記入

すること。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。 

 

7  専門の医師数                       （平成 26 年 10 月 1 日現在） 

専門医名 人 数 専門医名 人 数 

総合内科専門医 37 人 眼 科 専 門 医 16 人  

外 科 専 門 医 71 人 耳鼻咽喉科専門医 17 人 

精 神 科 専 門 医 12 人 放射線科専門医 31 人 

小 児 科 専 門 医 20 人 脳神経外科専門医 8 人 

皮 膚 科 専 門 医 10 人 整形外科専門医 21 人 

泌尿器科専門医 11 人 麻 酔 科 専 門 医 14 人 

産婦人科専門医 21 人 救 急 科 専 門 医 9 人 

  合 計 298 人 

(注) 人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した       

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 1 位を切り捨て、整数で算出して記入すること。 

 

8 前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数 

  歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数 

   歯 科 等 以 外   歯 科 等   合   計 

 １日当たり平均入院患者数        892.3人             16.9人           909.2人 

 １日当たり平均外来患者数            1,810.2人              77.9人          1888.2人 

 １日当たり平均調剤数                                                     1,106.1剤  

必要医師数 203人  

必要歯科医師数 7人  

必要薬剤師数 31人  

必要（准）看護師数 518人  

（注)1 「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯 

科等以外」欄にはそれ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。 

  2 入院患者数は、年間の各科別の入院患者延数(毎日の 24 時現在の在院患者数の合計)を暦日 

で除した数を記入すること。 

  3 外来患者数は、年間の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除し 



た数を記入すること。 

  4 調剤数は、年間の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数 

を記入すること。 

     5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法

施行規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。 

 

9 施設の構造設備 

 施 設 名  床面積  主要構造       設    備    概    要 

集中治療室 

 

 

485.22m
 2 

 

 

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 

 

 

   病 床 数   29床  心  電  計  有・無 

   人工呼吸装置  有・無  心細動除去装置  有・無 

   その他の救急蘇生装置  有・無  ペースメーカー  有・無 

無菌病室等 

 

［固定式の場合］ 床面積   770.90m
 2

      病床数  49床 

［移動式の場合］ 台 数       台 

医 薬 品 

情報管理室 

［専用室の場合］ 床  積  73.12m
 2 

［共用室の場合］ 共用する室名 

化学検査室 591m
 2

 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ   （主な設備）全自動生化学分析装置、全自動血球計数装置 

細菌検査室    196m
 2 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ   （主な設備）全自動血液培養検査装置、全自動細菌検査装置 

病理検査室    369m
 2 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ   （主な設備）自動包埋装置、自動染色装置 

病理解剖室    57m
 2

 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ   （主な設備）解剖台、写真撮影装置 

研 究 室 22553.86m 2 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ   （主な設備）電子顕微鏡、遠心分離機 

講 義 室  496m
 2 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ    室数       2室  収容定員          389人 

図 書 室    572m
 2

 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ    室数       6室  蔵 書 数   260,000冊程度 

(注) 1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。 

  2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。 

 

10 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値 

算 定 期 間 平成25年4月1日～平成26年3月31日 

紹 介 率 67.7％ 逆 紹 介 率  60.9％ 

算

出

根

拠 

Ａ：紹 介 患 者 の 数                                                       15,218人 

Ｂ：他の病院又は診療所に紹介した患者の数                                    14,447人 

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数                                     844人 

Ｄ：初 診 の 患 者 の 数                                                       23,703人 

(注) 1 「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入する

こと。 

2  「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入すること。 

3 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。 

 



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

17人　

4人　

0人　

0人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術

腹腔鏡下子宮体がん根治手術

急性リンパ性白血病細胞の免疫遺伝子再構成を利用した定量的ＰＣＲ法による骨髄微小残存病変（ＭＲ
Ｄ）量の測定

短腸症候群又は不可逆的な機能性小腸不全に対する脳死ドナーからの小腸移植

（様式第2）



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

17人　

4人　

0人　

0人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術

腹腔鏡下子宮体がん根治手術

急性リンパ性白血病細胞の免疫遺伝子再構成を利用した定量的ＰＣＲ法による骨髄微小残存病変（ＭＲ
Ｄ）量の測定

短腸症候群又は不可逆的な機能性小腸不全に対する脳死ドナーからの小腸移植

（様式第2） 



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

1人　

術後のホルモン療法及びＳ－1内服投与の併用療法 49人　

神経症状を呈する脳放射線に対する核医学診断及びベバシズマブ静脈内投与療法 0人　

8人　

7人　

1人　

1人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先　進　医　療　の　種　類   

重症低血糖発作に伴うインスリン依存性糖尿病に対する脳死ドナー又は心停止ドナーからの膵島移植　重
症低血糖発作に伴うインスリン依存性糖尿病

ペメトレキセド静脈内投与及びシスプラチン静脈内投与の併用療法　肺がん（扁平上皮肺がん及び小細胞
肺がんを除き、病理学的見地から完全に切除されたと判断されるものに限る。）

術前のホルモン療法及びゾレドロン酸投与の併用療法　閉経後のホルモン感受性の乳がん（長径が五セン
チメートル以下であって、リンパ節転移及び遠隔転移しておらず、かつ、エストロゲン受容体が陽性であっ
て、HER2が陰性のものに限る。）

食道がんの根治的治療がなされた後の難治性の良性食道狭窄に対する生分解性ステント留置術　食道が
んの根治的治療がなされた後の難治性の良性食道狭窄（内視鏡による検査の所見で悪性ではないと判断
され、かつ、病理学的見地から悪性ではないことが確認されたものであって、従来の治療法ではその治療
に係る効果が認められないものに限る。）

ラジオ波焼灼システムを用いた腹腔鏡補助下肝切除術　原発性若しくは転移性肝がん又は肝良性腫瘍

高度の医療の提供の実績

（様式第2） 



3　その他の高度の医療

医療技術名 経皮的大動脈弁置換術 取扱患者数 12人　

当該医療技術の概要

経皮的に大動脈弁を置換する治療、2013年12月から開始。

医療技術名 経皮的心房中隔欠損症閉鎖術 取扱患者数 23人　

当該医療技術の概要

閉鎖栓を経皮的にカテーテルを用いて心房中隔欠損を閉鎖するための治療方法。 

開胸手術に比較して患者さんの普段が少ないため短期間の入院で施術が可能である。

医療技術名
HBV陽性肝移植レシピエントならびにHBc抗体陽性ドナーからの肝移植
後患者に対するHBVワクチン治療

取扱患者数 10人　

当該医療技術の概要

医療技術名 難治性消化管狭窄に対する切開法（Radial incision and cutting) 取扱患者数 10人　

当該医療技術の概要

医療技術名 頭頸部表在癌に対する経口的内視鏡切除術 取扱患者数 20人　

当該医療技術の概要

頭頸部癌は早期ガンであっても今まで手術が行われていたが、これを全身麻酔下に内視鏡的に切除する治療法。

医療技術名 慢性B型肝炎に対するHBVワクチン療法 取扱患者数 6人　

当該医療技術の概要

医療技術名 食道癌CRT後局所遺残再発に対する光線力学療法(PDT) 取扱患者数 5人　

当該医療技術の概要

医療技術名 食道癌根治的治療後の難治性狭窄に対する生分解性ステント留置術 取扱患者数 3人　

当該医療技術の概要

医療技術名 局所進行膵癌に対する超音波内視鏡下金マーカー留置術 取扱患者数 2人　

当該医療技術の概要

医療技術名 RNA免疫沈降法による自己抗体の解析 取扱患者数 1000人　

当該医療技術の概要

医療技術名 蛋白免疫沈降法による自己抗体の解析 取扱患者数 200人　

当該医療技術の概要

食道癌に対して治療後根治状態であるが、難治性狭窄をきたした症例に対して生分解性ステントを用いて狭窄を解除す
る治療法。

RNA免疫沈降法によってRNA結合蛋白に対する自己抗体が同定される。本技術により、炎症性筋疾患の予後予測や病型
分類に役立つ。全国で数か所しかルーチンで行っていない技術である。

蛋白免疫沈降法によって細胞内蛋白に対する自己抗体が同定される。本技術により、炎症性筋疾患の予後予測や病型
分類に役立つ。全国で数か所しかルーチンで行っていない技術である。

高度の医療の提供の実績

HBV陽性患者に移植をする、あるいはHBｃ抗体陽性ドナーから移植を受けると、高率に術後HBV肝炎が生じるために、こ
れを予防する目的で移植後患者にHBVワクチンを投与する。

早期食道癌患者に対するESD、あるいは進行食道癌に対する放射線治療後に食道狭窄をしばしば来すが、
これに対して、狭窄部を内視鏡的に切除する治療法。

慢性B型肝炎については、高ウイルス療法はあるものの、ウイルス除去は不可能である。
また抗ウイルス療法は一生継続する必要がある。このため、ワクチンを使用することによって、抗ウイルス療法の終焉を期待
する治療法。

食道癌化学放射線治療後の局所遺残再発に対して今まで外科手術が行われていたが、侵襲の少ないタラポルフィリンナ
トリウム（レザフィリン）及び半導体レーザ（PD レーザ）を用いた光線力学療法で局所の根治を期待する治療法。

局所進行膵癌と診断され放射性治療を予定されている症例に対して、超音波内視鏡下に体内植込金属マーカーを留置
することにより、放射線治療時に正確な腫瘍位置の確認を可能とする治療法。

（様式第2）



医療技術名 家族性パーキンソン病の遺伝子診断 取扱患者数 6人　

医療技術名 家族性てんかんの遺伝子診断 取扱患者数 8人　

医療技術名 家族性脊髄小脳変性症の遺伝子診断 取扱患者数 18人　

医療技術名 家族性運動ニューロン疾患の遺伝子診断 取扱患者数 6人　

医療技術名 脳波・機能的MRI同時計測によるてんかん病態の診断 取扱患者数 2人　

医療技術名 食道がん化学放射線療法後遺残再発に対する救済光線力学療法 取扱患者数 4 人　

当該医療技術の概要

食道がん化学放射線療法後の食道内遺残再発病変に対する新規光線力学療法を用いた根治的救済治療

医療技術名 難治性消化管狭窄に対するRadial Incision and Cutting (RIC)法 取扱患者数 3人　

当該医療技術の概要

バルーン拡張術に抵抗な難治性消化管狭窄に対し、切開法を用いて狭窄を解除する方法

医療技術名 咽喉頭表在がんに対する全身麻酔下経口的内視鏡切除術 取扱患者数 23人　

当該医療技術の概要

これまで発見が困難だっった咽喉頭がんを早期発見し、臓器・機能温存で根治的切除をする方法

医療技術名
肺胞出血を呈する全身性エリテマトーデスおよび顕微鏡的多発血管炎に
対する新鮮凍結血漿を用いた血漿交換

取扱患者数 3　人　

当該医療技術の概要

肺胞出血を呈する全身性エリテマトーデスおよび顕微鏡的多発血管炎に対して新鮮凍結血漿を用いた血漿交換を行った

医療技術名
強皮症クリーゼによる血栓性微小血管症に対する新鮮凍結血症を用いた
血漿交換

取扱患者数 1　人　

当該医療技術の概要

強皮症クリーゼによる血栓性微小血管症に対して新鮮凍結血症を用いた血漿交換を行った

医療技術名 血球貪食症候群に対する新鮮凍結血漿を用いた血漿交換 取扱患者数 1　人　

当該医療技術の概要

血球貪食症候群に対して新鮮凍結血漿を用いた血漿交換を行った

医療技術名 肝移植後の血栓性微小血管症に対する新鮮凍結血症を用いた血漿交換 取扱患者数 1　人　

当該医療技術の概要

肝移植後の血栓性微小血管症に対して新鮮凍結血症を用いた血漿交換を行った

当該医療技術の概要

　運動ニューロン疾患では遺伝子異常に基づく診断が必要となる場合があり、患者および家族に説明・同意の上で検査、
診断を行っている。

当該医療技術の概要

　薬剤抵抗性てんかんにおいて、てんかん外科の術前評価として、長時間ビデオ脳波モニタリング、各種非侵襲的脳機能
マッピング（脳磁図、機能的MRI）による診断を行っている。

当該医療技術の概要

　パーキンソン病では遺伝子異常に基づく診断が必要となる場合があり、患者および家族に説明・同意の上で検査、診断
を行っている。

当該医療技術の概要

　てんかんでは遺伝子異常に基づく診断が必要となる場合があり、患者および家族に説明・同意の上で検査、診断を行っ
ている。

当該医療技術の概要

　脊髄小脳変性症では遺伝子異常に基づく診断が必要となる場合があり、患者および家族に説明・同意の上で検査、診
断を行っている。



医療技術名
皮膚筋炎に合併する肺線維症の急性増悪に対する新鮮凍結血症を用い
た血漿交換

取扱患者数 1　人　

当該医療技術の概要

皮膚筋炎に合併する肺線維症の急性増悪に対して新鮮凍結血症を用いた血漿交換を行った

医療技術名 ロボット支援下直腸癌手術 取扱患者数 8人　

当該医療技術の概要

da Vinciを用いた直腸癌手術（低位前方切除、直腸切断術など）

医療技術名 ロボット支援下胃癌手術 取扱患者数 11人　

当該医療技術の概要

da Vinciを用いた胃全摘、幽門側胃切除、噴門側胃切除

医療技術名 ロボット支援食道癌手術 取扱患者数 1人　

当該医療技術の概要

胸腔内操作をda Vinciを用いて行う食道癌手術

医療技術名 原発性乳癌の腋窩リンパ節転移を予測するwebツール 取扱患者数 50人　

当該医療技術の概要

医療技術名 原発性乳癌の術前化学療法後の病理学的治療効果を予測するwebツール 取扱患者数 10人　

当該医療技術の概要

医療技術名 閉経後･ホルモン感受性乳癌における術前Exemestane(EXE)療法、EXE＋TC療法併用療法 取扱患者数 2人　

当該医療技術の概要

医療技術名 ホルモン受容体陰性・HER2陰性乳癌、Basal-like乳癌の術前シスプラチン療法 取扱患者数 2人　

当該医療技術の概要

医療技術名 HER2陽性患者を対象にした抗HER2併用療法による術前治療 取扱患者数 2人　

当該医療技術の概要

医療技術名 HER2陽性原発性乳癌の術後化学療法+トラスツズマブ+ペルツズマブ療法 取扱患者数 1人　

当該医療技術の概要

医療技術名 HR陽性、HER2陰性の閉経後転移性乳癌に対するBKM120療法 取扱患者数 3人　

当該医療技術の概要

医療技術名 造血細胞移植後のMAIT細胞数、iNKT細胞数の推移についての検討 取扱患者数 50 人　

当該医療技術の概要：

医療技術名 ダウン症の骨髄性白血病患者における微小残存病変の検出 取扱患者数 20人　

当該医療技術の概要

原発性乳癌患者を対象に治療を開始する前の臨床病理学的情報を用いて術前化学療法の病理学的治療効果（病理学
的完全奏効）を予測するwebツール。

ホルモン受容体陰性・HER2陰性乳癌、Basal-like乳癌の患者を対象に術前治療としてシスプラチンを含む化学療法を施
行。高い抗腫瘍効果があり、手術療法への貢献、予後の改善が期待される。

HER2/ErbB2 陽性の原発性乳癌患者を対象とした術後補助療法におけるラパチニブ単独療法、トラスツズマブ単独療
法、両剤の逐次療法、および両剤併用療法の検討

手術可能なHER2陽性原発性乳癌の術後療法としての化学療法+トラスツズマブ+ペルツズマブ療法

HR陽性、HER2陰性の閉経後局所進行性又は転移性乳癌患者でアロマターゼ阻害剤に耐性を示す症例を対象にした
BKM120療法

造血幹細胞移植を受けた患者に対して末梢血中のMAIT細胞、iNKT細胞数を継時的に測定し、(1)各腸管合併症別の鑑
別や病勢変化の予測にMAIT細胞、iNKT細胞数の変化が有用なのか、(2)治療前のMAIT細胞、iNKT細胞数が各腸管合
併症の発症予測に有用なのかを検証することを目的とする。

ダウン症患児に発症した骨髄性白血病の治療経過中の骨髄微小残存病変をフローサイトメトリーを用いて検出し、予後と
の相関を前方視的に調査する

原発性乳がん患者を対象に治療を開始する前の臨床病理学的情報を用いて腋窩リンパ節転移の有無を予測するweb
ツール。

閉経後･ホルモン感受性乳癌を対象に術前Exemestane(EXE)療法を施行。良好な効果が得られれば治療を続行、得られ
なければEXE＋TC療法併用療法に変更する治療法



医療技術名 ロボット支援下腎部分切除術 取扱患者数 10人　

当該医療技術の概要

医療技術名 ロボット支援下膀胱全摘術 取扱患者数 4人　

当該医療技術の概要

医療技術名 Endoscopic laryngo-pharyngeal surgery 取扱患者数 25人　

当該医療技術の概要

咽喉頭表在癌を経口的に切除する超低侵襲手術である。

医療技術名 経側頭骨頭蓋底外科手術 取扱患者数 4人　

当該医療技術の概要

医療技術名 内視鏡下経鼻頭蓋底腫瘍摘出術 取扱患者数 3人　

当該医療技術の概要

前頭蓋底に生じた腫瘍性病変を内視鏡下経鼻アプローチにて摘出する低侵襲手術である。

医療技術名 経口的ロボット支援手術 取扱患者数 1人　

当該医療技術の概要

手術支援ロボットを用いて早期咽喉頭癌を経口的に切除する次世代の頭頸部癌治療である。

医療技術名 修正型電気けいれん療法 取扱患者数 24人　

当該医療技術の概要

医療技術名 薬物治療抵抗性統合失調症患者に対するクロザピン治療 取扱患者数 9人　

当該医療技術の概要

医療技術名 早期肺癌および肝癌に対する動体追尾定位放射線治療 取扱患者数 10人　

当該医療技術の概要

医療技術名 局所進行膵癌に対する動体追尾強度変調放射線治療 取扱患者数 3人　

当該医療技術の概要

医療技術名 乳癌に対する加速乳房部分照射 取扱患者数 10人　

当該医療技術の概要

医療技術名 覚醒下手術 取扱患者数 40人　

当該医療技術の概要

てんかん、脳腫瘍の手術で術中に覚醒し、神経機能、脳波検査を実施する

手術ロボットダビンチを使用した高度な腎部分切除術

手術ロボットダビンチを使用した高度な膀胱全摘術

重症あるいは薬物治療抵抗性の気分障害、緊張病状態に有効性の高い身体治療で、麻酔科医協力の下、日帰り手術室
で全身麻酔下に行われる。

複数の抗精神病薬に反応が乏しい重症の統合失調症患者を対象に、副作用モニタリングを行いながら非定型抗精神病
薬のクロザピンによる薬物療を行う。

動体追尾機能と強度変調放射線治療(IMRT)とを組み合わせた革新的な治療法であり、治療の難しかった局所進行膵癌
に対して実施している。従来法と比較して治療強度を大きく高めつつ、周囲臓器への線量は低く抑えることが可能となっ
た。

早期乳癌の乳房温存手術後の放射線治療において、部分乳房に対し、1回線量を上げて、照射回数を減らして照射する
ことによって、周囲の正常臓器を守りつつ、従来5週間必要であった放射線治療が2週間で完了することができる治療法で
ある。

側頭骨頭蓋底に生じた病変を、広範に側頭骨を削開することにより脳実質の圧排を行わずに手術する。神経モニタ、ナビ
ゲーションを組み合わせて患者の負担を最小限にする。

肺癌や肝癌の呼吸性移動に合わせて放射線治療ビームの方向を変えることで、常に照射野を癌に限局した状態で行う放
射線治療。従来の治療法と比較して、癌病巣への線量を損なうことなく、正常肺または肝臓の線量を約20%低減することが
可能となった。



医療技術名 functiona MRI 取扱患者数 30人　

当該医療技術の概要

MRIを用いて脳機能マッピングを行い、摘出可能領域を決定する

医療技術名 和田テスト 取扱患者数 40人　

当該医療技術の概要

頚動脈よりプロポフォールを投与し、脳機能を解析する

医療技術名 慢性硬膜下電極留置 取扱患者数 10人　

当該医療技術の概要

硬膜下電極を留置し、脳機能、てんかん焦点を解析する

医療技術名 内視鏡下腫瘍摘出術 取扱患者数 5人　

当該医療技術の概要

内視鏡単独での腫瘍摘出術

医療技術名 巨大動脈瘤に対する血流改変治療 取扱患者数 5人　

当該医療技術の概要

クリッピングが不可能な巨大脳動脈瘤に対する血流改変により、血栓化、縮小を得る治療

医療技術名 特定疾患ウイリス動脈輪閉塞症に対する外科的治療 取扱患者数 40人　

当該医療技術の概要

特定疾患ウイリス動脈輪閉塞症対する直接バイパスを用いた治療

医療技術名 脳磁図を用いた脳機能局在の解析 取扱患者数 15人　

当該医療技術の概要

脳磁図を用いた脳機能局在、てんかん焦点の術前評価

医療技術名 新しい診断法に基づいたケロイドに対する集学的治療 取扱患者数 24人　

当該医療技術の概要

医療技術名 露出部の手術瘢痕を最小限とする整容面を重視した手足先天異常手術 取扱患者数 20人　

当該医療技術の概要

医療技術名 最小限の皮膚切開で軟骨再生を促す肋軟骨採取法 取扱患者数 7人　

当該医療技術の概要

医療技術名 鼻咽腔閉鎖機能不全に対して正常機能を温存した機能的咽頭弁形成術 取扱患者数 4人　

当該医療技術の概要

医療技術名 心臓移植適応患者に対する植込み型補助人工心臓装着手術 取扱患者数 2人　

当該医療技術の概要

心臓移植の適応と判断された末期重症心不全患者に対し、心臓移植までの橋渡し治療として体内植込み型補助人工心
臓が2011年より保険償還されたが、当院においても施設認定や院内体制整備の後、2014年１月に京滋地区初となる本手
術を施行した。これまで２例の患者に施行し、良好な経過をたどっている。

小耳症手術における肋軟骨採取時に小皮膚切開で軟骨再生が可能な術式を使用している

従来の咽頭弁法と異なり，本来の鼻咽腔機能を温存できる術式

難治性疾患であるケロイドに対し新しい客観的診断法を開発し，集学手金治療法の評価を行っている

合趾症手術において，術後の瘢痕形成を最初威厳とする新術式を開発した



医療技術名 経カテーテル的大動脈弁置換術 取扱患者数 4人　

当該医療技術の概要

医療技術名 食道がん化学放射線療法後遺残再発に対する救済光線力学療法 取扱患者数 4人　

当該医療技術の概要

食道がん化学放射線療法後の食道内遺残再発病変に対する新規光線力学療法を用いた根治的救済治療

医療技術名 疾患の原因特定につながる遺伝子検査および遺伝カウンセリング 取扱患者数 63人　

当該医療技術の概要

医療技術名 関節超音波を用いた関節リウマチ診療 取扱患者数 200人　

当該医療技術の概要

医療技術名 頭皮上脳波の直流電位変動の神経フィードバック法 取扱患者数 12人　

当該医療技術の概要

医療技術名 薬物動態に関わる遺伝子の多型解析 取扱患者数 30 人　

当該医療技術の概要

タクロリムスなどの体内動態を予測するため、患者の血液からDNAを精製し、遺伝子型を判定する。

医療技術名 保険算定外の薬物血中濃度測定 取扱患者数 70 人　

当該医療技術の概要

シロリムス、イトラコナゾールなど、治療上必要であるが保険算定外の薬物について、血中濃度測定および解析を行う。

難治性てんかん患者を対象に、頭皮上脳波をリアルタイムで視覚的に観察できるシステムを用いて、患者自身の脳波緩電
位成分を陰性あるいは陽性方向に変位させる訓練を行う。脳の興奮性を自律的に抑制することにより、脳の発作焦点にお
ける神経細胞の過剰興奮を抑え、発作頻度の減少を目的とする。

現在、様々な疾患について、原因遺伝子が特定されつつあるが、生殖細胞系列の異常である場合は、その遺伝形式や家
族への影響につき、有資格者（臨床遺伝専門医および認定遺伝カウンセラー）による十分なカウンセリングが必要であり、
これを提供している。

理学所見および検査所見に加えて関節超音波により、診断および活動性を評価する。

大動脈弁狭窄症患者は高齢化とともに増加の一途をたどっている。しかしながら高齢であること、呼吸機能や腎障害など
併存疾患のために通常の人工心肺を使用して行う開心術が高リスクで施行できない患者も多く存在する。本治療はカテー
テルを用いて血管内から人工弁を挿入・留置する低浸襲の手術であり、2013年11月に当院で導入したハイブリッド手術室
でのみ施行が認められた新しい治療法である。循環器内科と合同で2013年12月に第1例目を施行後、年度内に４名に行
い経過は良好である。

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医
療を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、
当該医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。



4　特定疾患治療研究事業対象疾患についての診療

疾　　　患　　　名 取扱患者数 疾　　　患　　　名 取扱患者数

 ・ベーチェット病 127人　  ・膿疱性乾癬 11人　

 ・多発性硬化症 90人　  ・広範脊柱管狭窄症 11人　

 ・重症筋無力症 101人　  ・原発性胆汁性肝硬変 89人　

 ・全身性エリテマトーデス 550人　  ・重症急性膵炎 10人　

 ・スモン 4人　  ・特発性大腿骨頭壊死症 73人　

 ・再生不良性貧血 59人　  ・混合性結合組織病 67人　

 ・サルコイドーシス 169人　  ・原発性免疫不全症候群 20人　

 ・筋萎縮性側索硬化症 44人　  ・特発性間質性肺炎 132人　

 ・強皮症，皮膚筋炎及び多発性筋炎 408人　  ・網膜色素変性症 190人　

 ・特発性血小板減少性紫斑病 52人　  ・プリオン病 0人　

 ・結節性動脈周囲炎 73人　  ・肺動脈性肺高血圧症 30人　

 ・潰瘍性大腸炎 267人　  ・神経線維腫症 33人　

 ・大動脈炎症候群 101人　  ・亜急性硬化性全脳炎 0人　

 ・ビュルガー病 25人　  ・バッド・キアリ（Budd-Chiari）症候群 15人　

 ・天疱瘡 32人　  ・慢性血栓塞栓性肺高血圧症 12人　

 ・脊髄小脳変性症 57人　  ・ライソゾーム病 2人　

 ・クローン病 169人　  ・副腎白質ジストロフィー 1人　

 ・難治性の肝炎のうち劇症肝炎 20人　  ・家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 0人　

 ・悪性関節リウマチ 60人　  ・脊髄性筋委縮症 4人　

 ・球脊髄性筋委縮症 2人　

 ・慢性炎症性脱髄性多発神経炎 13人　

 ・アミロイドーシス 8人　  ・肥大型心筋症 9人　

 ・後縦靭帯骨化症 54人　  ・拘束型心筋症 0人　

 ・ハンチントン病 4人　  ・ミトコンドリア病 10人　

 ・モヤモヤ病（ウィリス動脈輪閉塞症） 222人　  ・リンパ脈管筋腫症（ＬＡＭ） 26人　

 ・ウェゲナー肉芽腫症 16人　  ・重症多形滲出性紅斑（急性期） 1人　

 ・特発性拡張型（うっ血型）心筋症 94人　  ・黄色靱帯骨化症 5人　

 ・表皮水疱症（接合部型及び栄養障害型） 7人　

（注）　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

136人　

高度の医療の提供の実績

 ・パーキンソン病関連疾患（進行性核上性麻痺、
大脳皮質基底核変性症及びパーキンソン病）

162人　

 ・多系統萎縮症（線条体黒質変性症、オリーブ橋
小脳萎縮症及びシャイ・ドレーガー症候群）

32人　
 ・間脳下垂体機能障害
（ＰＲＬ分泌異常症、ゴナドトロピン分泌異常症、ＡＤ
Ｈ分泌異常症、下垂体性ＴＳＨ分泌異常症、クッシン
グ病、先端巨大症、下垂体機能低下症）

（様式第2）



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

　・救急搬送患者地域連携受入加算

　・救急搬送患者地域連携紹介加算

　・ハイリスク妊婦管理加算

　・ハイリスク分娩管理加算

　・退院調整加算

　・小児入院医療管理料２

　・精神科急性期治療病棟入院料１

　・短期滞在手術基本料１

　・精神科救急搬送患者地域連携紹介加算

　・総合評価加算

　・病棟薬剤業務実施加算

　・データ提出加算

　・特定集中治療室管理料

　・ハイケアユニット入院医療管理料

　・脳卒中ケアユニット入院医療管理料

　・新生児特定集中治療室管理料

　・新生児治療回復室入院医療管理料

　・感染防止対策加算

　・患者サポート体制充実加算

　・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

　・無菌治療室管理加算

　・緩和ケア診療加算

　・精神科応急入院施設管理加算

　・精神科身体合併症管理加算

　・がん診療連携拠点病院加算

　・医療安全対策加算

　・妊産婦緊急搬送入院加算

　・診療録管理体制加算

　・急性期看護補助体制加算

　・看護補助加算

　・療養環境加算

　・重症者等療養環境特別加算

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・地域歯科診療支援病院歯科初診料

　・歯科外来診療環境体制加算

　・特定機能病院入院基本料

　・臨床研修病院入院診療加算

　・救急医療管理加算

　・超急性期脳卒中加算

　・摂食障害入院医療管理加算

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

　・植込型心電図検査 　・呼吸器ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅰ）

　・検体検査管理加算（Ⅳ） 　・心大血管疾患ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ｉ）

　・遺伝カウンセリング加算 　・脳血管疾患等ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅰ）

　・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算 　・運動器ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅰ）

　・造血器腫瘍遺伝子検査 　・抗悪性腫瘍剤処方管理加算

　・検体検査管理加算（Ⅰ） 　・無菌製剤処理料

　・ＨＰＶ核酸検出 　・外来化学療法加算１

　・医療機器安全管理料１ 　・CT撮影及びMRI撮影

　・歯科治療総合医療管理料 　・心臓ＭＲＩ撮影加算

　・医療機器安全管理料２ 　・冠動脈ＣＴ撮影加算

　・がん治療連携管理料 　・画像診断管理加算２

　・薬剤管理指導料
　・ポジトロン断層撮影又はポジトロン断層・コンピューター断
層複合撮影

　・肝炎インターフェロン治療計画料 　・遠隔画像診断

　・ニコチン依存症管理料 　・内服・点滴誘発試験

　・がん治療連携計画策定料 　・画像診断管理加算１

　・地域連携診療計画管理料 　・センチネルリンパ節生検（乳がんに係るものに限る。）

　・糖尿病透析予防指導管理料 　・ロービジョン検査判断料

　・外来放射線照射診療料 　・小児食物アレルギー負荷検査

　・夜間休日救急搬送医学管理料 　・コンタクトレンズ検査料１

　・がん性疼痛緩和指導管理料 　・皮下連続式グルコース測定

　・がん患者カウンセリング料 　・長期継続頭蓋内脳波検査

　・移植後患者指導管理料 　・神経学的検査

　・外来緩和ケア管理料 　・脳磁図

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・ウイルス疾患指導料 　・時間内歩行試験

　・高度難聴指導管理料 　・胎児心エコー法

　・糖尿病合併症管理料 　・ヘッドアップティルト試験

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・集団ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ療法料

　・認知療法・認知行動療法

　・精神科作業療法

　・精神科ｼｮｰﾄ･ｹｱ「大規模なもの」

　・精神科ﾃﾞｲ･ｹｱ「大規模なもの」

　・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失
調症治療指導管理料に限る。）

　・医療保護入院等診療料

　・透析液水質確保加算

　・一酸化窒素吸入療法

　・歯科技工加算

　・皮膚悪性腫瘍切除術（悪性黒色腫センチネルリンパ節加
算を算定する場合に限る。）
　・脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）及び脳刺激装
置交換術、脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術

　・網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用いる
もの）

　・人工内耳植込術

　・植込型骨導補聴器

　・乳がんセンチネルリンパ節加算１、乳がんセンチネルリン
パ節加算２

　・同種死体肺移植術

　・生体部分肺移植術

　・経皮的冠動脈形成術（特殊ｶﾃｰﾃﾙによるもの）

　・ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ移植術及びﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ交換術

　・植込型心電図記録計移植術及び植型心電図記録計摘出
術

　・両心室ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ移植術及び両心室ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ交換術

　・植込型除細動器移植術、植込型除細動器交換術及び経
静脈電極抜去術（レーザーシースを用いるもの）

　・両室ﾍﾟｰｼﾝｸﾞ機能付き植込型除細動器移植術及び両室
ﾍﾟｰｼﾝｸﾞ機能付き植込型除細動器交換術

　・大動脈ﾊﾞﾙｰﾝﾊﾟﾝﾋﾟﾝｸﾞ法（IABP法）

　・補助人工心臓

　・植込型補助人工心臓（非拍動流型）

　・経皮的大動脈遮断術

　・ダメージコントロール手術

　・腹腔鏡下肝切除術

　・生体部分肝移植術

　・同種死体肝移植術

　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

　・同種死体膵移植術、同種死体膵腎移植術

　・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

　・腎腫瘍凝固・焼灼術（冷凍凝固によるもの）

　・同種死体腎移植術

　・生体腎移植術

　・膀胱水圧拡張術

　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

　・人工尿道括約筋植込・置換術

　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術

　・医科点数表第2章第10部手術の通則5及び6（歯科点数表
第2章第9部の通則4を含む。）に掲げる手術

　・輸血管理料Ⅰ

　・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

　・内視鏡手術用支援機器加算

　・広範囲顎骨支持型装置埋入手術

　・麻酔管理料(Ⅰ)

　・麻酔管理料（Ⅱ）

　・放射線治療専任加算

　・外来放射線治療加算

　・高ｴﾈﾙｷﾞｰ放射線治療

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・強度変調放射線治療（IMRT)

　・画像誘導放射線治療加算  （ＩＧＲＴ）

　・体外照射呼吸性移動対策加算

　・定位放射線治療

　・定位放射線治療呼吸移動対策加算

　・保険医療機関間の連携による病理診断

　・ﾃﾚﾊﾟｿﾛｼﾞｰによる術中迅速病理組織標本作製

　・ﾃﾚﾊﾟｿﾛｼﾞｰによる術中迅速細胞診

　・病理診断管理加算

　・クラウン・ブリッジ維持管理料

　・歯科矯正診断料

　・顎口腔機能診断料（顎変形症（顎離断等の手術を必要とするも
のに限る。）の手術前後における歯科矯正に係るもの）

　・自家培養軟骨

　・人工乳房及び組織拡張器

　・磁場によるナビゲーションシステムを用いた心筋焼灼術

　・バルーン拡張型人工生体弁セット

（様式第2）



7　健康保険法の規定による療養に要する費用の額の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数　　　19例　　　／　剖部検率　 5.6%

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

臨床検査部門：毎日、病理診断部門：毎日

剖　検　の　状　況

　・

　・

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、健康保険法の規
定による療養に要する費用の額の算定方法（平成六年厚生省告示第五十四号）に先進医療（当該病院において提供していたもの
に限る。）から採り入れられた医療技術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・腹腔鏡下子宮体がん根治手術

　・

　・

　・先天性難聴の遺伝子診断（他の保険医療機関に対して検体
の採取以外の業務を委託して実施する保険医療機関）

　・内視鏡的大腸粘膜下層剥離術

　・腹腔鏡下根治的膀胱全摘除術

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・インプラント義歯 　・

　・顎顔面補綴 　・

（様式第2）
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内分泌・代謝内科 2,340,000 文部科学省

BNPプロセシング機序における糖鎖修飾の
病態生理学的意義の解明

中川　靖章 内分泌・代謝内科 1,950,000 文部科学省

顎顔面領域における疾患特異的ｉＰＳ細胞を
用いた新たな治療法の開発

小山　典昭

メタボリック症候群関連腎症の発症・進展に
おける内分泌因子の意義

向山　政志 内分泌・代謝内科 1,040,000 文部科学省

ヒトiPS細胞を用いた軟骨細胞誘導法の開発及び
骨系統疾患の新規治療薬評価系の確立 三浦　晶子 内分泌・代謝内科 1,950,000 文部科学省

心不全発症における転写・エピゲノム調節経路の
解明とそれに基づく新規治療法の探索 桑原　宏一郎 内分泌・代謝内科 6,110,000 文部科学省

ｍｙｏｃａｒｄｉｎとＭＲＴＦ－ＡのｍｉＲ１を介した
相反的発現変化の血管病での意義

桑原　宏一郎 内分泌・代謝内科 1,820,000 文部科学省

心筋形質維持におけるNRSF転写抑制複合
体によるエピゲノム制御の意義の研究

桑原　佳宏 内分泌・代謝内科 2,080,000 文部科学省

自然炎症とレニン・アンジオテンシン系の相互作用
が糖尿病腎症悪化に果たす意義の解明 桑原　孝成 内分泌・代謝内科 2,470,000 文部科学省

脂肪細胞特異的KOマウスを用いたアドレノ
メデュリンの病態生理的意義の解明

錦見　俊雄 内分泌・代謝内科 3,640,000 文部科学省

循環調節ペプチドー脳性利尿ペプチド、ア
ドレノメデュリンーの展開研究

錦見　俊雄 内分泌・代謝内科 1,430,000 文部科学省

ＣＴＧＦを標的とした新規腎疾患治療の探索 横井　秀基 内分泌・代謝内科 1,170,000 文部科学省

全身性脂肪萎縮症原因遺伝子産物セイピ
ンの多彩な生理作用の解明

海老原　健 内分泌・代謝内科 5,980,000 文部科学省

脂肪萎縮症に関する調査研究 海老原　健 内分泌・代謝内科 5,265,000 厚生労働省

新規創薬を目指した生活習慣病・難治性疾
患モデル遺伝子変異ラットの開発と解析

中尾　一和 内分泌・代謝内科 11,700,000 厚生労働省

血液・腫瘍内科 1,300,000 文部科学省

樹状細胞の小胞輸送を標的とした抗炎症薬
の開発

門脇　則光 血液・腫瘍内科 1,690,000 文部科学省

次世代シークエンサーを用いた成人Ｔ細胞
白血病の網羅的な遺伝子解析

菱澤　方勝

血液・腫瘍内科 1,820,000 文部科学省

網羅的遺伝子解析を用いたヒトｉＰＳ細胞の血液細
胞分化誘導における重要な因子の同定 西澤　正俊 血液・腫瘍内科 1,000,000 文部科学省

スフィンゴ脂質代謝異常による流産のメカニ
ズムの解明と治療薬の開発

水岸　貴代美

血液・腫瘍内科 1,690,000 文部科学省

ＲＮＡヘリケースＭＯＶ１０によるＮＦｋａｐｐａＢ
の負の制御の解析

小林　正行 血液・腫瘍内科 1,690,000 文部科学省

好中球細胞外トラップの分子機構並びにそ
の感染・炎症病態における役割の解明

山下　浩平

文部科学省

APOBEC3の生体内における機能とHIV－1
感染病態に及ぼす影響の解明

高折　晃史 血液・腫瘍内科 4,290,000 文部科学省

文部科学省

ヌクレオフォスミン関連融合遺伝子からアプ
ローチする新規白血病化機構の解明

河原　真大 血液・腫瘍内科 1,560,000 文部科学省

ヒストン脱メチル化酵素(KDM)による造血分
化制御機構の解明

河原　真大 血液・腫瘍内科 5,590,000

樹状細胞によるインターフェロン-α産生を
抑制するキナーゼ阻害薬の標的同定

門脇　則光 血液・腫瘍内科 1,154,000 （独）科学技術振興機構

HIV-1 Vif を標的とした新規抗ウイルス薬の
開発

新堂　啓祐 血液・腫瘍内科 1,050,000

iPS細胞技術を基盤とする血小板製剤の開
発と臨床試験

高折　晃史 血液・腫瘍内科 5,000,000 文部科学省

（独）科学技術振興機構

門脇　則光 血液・腫瘍内科 2,470,000 （独）科学技術振興機構

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

ヒトＤＣによる寛容誘導機構の解明、粘膜帰巣およ
び寛容誘導特性を備えたヒトＤＣ培養技術の確立

マントル細胞リンパ腫モデルマウスを用いた腫瘍ク
ローンの階層性と微小免疫環境の解明 錦織　桃子 血液・腫瘍内科 1,690,000
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iPS細胞を用いた炎症性腸疾患の病態解明 吉野　琢哉 消化器内科 650,000 文部科学省

消化器癌におけるインスリン様増殖因子活性化機
構の解明と中和抗体による治療法の開発 宮本　心一 消化器内科 1,300,000 文部科学省

IgG4関連疾患に関する調査研究 千葉　勉 消化器内科 77,540,000 厚生労働省

肝幹細胞への遺伝子異常が肝発癌に果た
す役割の解明

丸澤　宏之 消化器内科 3,250,000 文部科学省

Neoatherosclerosisの本態解明と新規治療
法の開発

木村　剛 循環器内科 7,800,000 文部科学省

「がん幹細胞を標的とした根治療法の開発」（Ｈｅｓ１，Ｄｃａ
ｍｋｌ１を標的としたがん幹細胞特異的治療法の開発） 千葉　勉 消化器内科 11,000,000 文部科学省

不整脈疾患における遺伝的背景の病態解
明

牧山　武 循環器内科 1,950,000 文部科学省

マイクロＲＮＡ制御による新規動脈硬化予防
法・治療法の開発

堀江　貴裕 循環器内科 2,080,000 文部科学省

ノンコーディングRNAによる脂質代謝調節を
担う転写因子間のクロストーク

尾野　亘 循環器内科 4,940,000 文部科学省

マイクロRNAの局所徐放システムの構築と生
体応用

尾野　亘 循環器内科 1,820,000 文部科学省

新規シェディング調節因子によるアミロイド
β産生調節機構の解明

大野　美紀子 循環器内科 2,210,000 文部科学省

マイクロRNA－33a／bによるHDLコレステ
ロール制御機構の解明と治療への応用

尾野　亘 循環器内科 4,420,000 文部科学省

シェディング調節因子による血管収縮と透過
性制御機構の解明

大野　美紀子 循環器内科 5,200,000 文部科学省

循環動態調節における交感神経分布様式
の意義

大野　美紀子 循環器内科 5,850,000 文部科学省

ｉＰＳ細胞由来の心筋細胞による心筋再生治
療における細胞の至適生着条件の検討

舟越　俊介 循環器内科 900,000 文部科学省

軸索髄鞘形成因子ナルディライジンの病態
生理学的意義の解明

西　英一郎 循環器内科 6,630,000 文部科学省

心臓リモデリングに関わるlincRNAの機能の
解明

桑原　康秀 循環器内科 1,430,000 文部科学省

ＨＤＬ機能が冠動脈病変に及ぼす影響の解
析

今井　逸雄 循環器内科 1,430,000 文部科学省

インスリン・シグナルを標的とした心不全エネ
ルギー代謝異常治療法の開発

塩井　哲雄 循環器内科 1,560,000 文部科学省

ＦＣレセプター修飾による心不全と動脈硬化
の治療

岸本　千晴 循環器内科 650,000 文部科学省

新規の線維化・強皮症モデルマウスを用い
た炎症-自己免疫-線維化相互関連の解明

芦田　昇 循環器内科 1,950,000 文部科学省

心臓エネルギー代謝の頑健性とその破綻の
メカニズムの統合的解明

塩井　哲雄 循環器内科 5,200,000 文部科学省

大規模コホートを用いた急性心筋梗塞における早期再灌
流療法に向けた医療連携システム構築と効果的な患者の
ためのエビデンス構築に関する研究

木村　剛 循環器内科 10,000,000 厚生労働省

血中自己抗体検出と新規炎症マーカーを用いた
急性冠症候群予知因子および治療標的の探索 西　英一郎 循環器内科 60,000,000 厚生労働省

「がん微小環境を標的とした革新的治療法の実現」（活性
型ナルディライジンを標的とする新規抗体製剤の開発） 西　英一郎 循環器内科 10,290,000 文部科学省

マイクロRNA-126の徐放化を応用した新規
冠動脈ステントの開発

尾野　亘 循環器内科 780,000 （独）科学技術振興機構

心筋リモデリングでのリンパ管新生・炎症制
御を介したアドレノメデュリンの意義の解明

南　丈也 内分泌・代謝内科 2,080,000 文部科学省

心不全発症・進展における新規治療標的と
してのＴＲＰＣ６／３の意義の解明

木下　秀之 内分泌・代謝内科 1,820,000 文部科学省

ノックイン細胞を用いたヒト脂肪細胞分化系
の構築

藤倉　純二 内分泌・代謝内科 3,640,000 文部科学省

患者由来ｉＰＳ細胞を用いた糖尿病の遺伝・
病態解明と再生治療

藤倉　純二 内分泌・代謝内科 1,040,000 文部科学省

間葉系細胞由来ホルモンの生理作用とその
破綻

中尾　一和 内分泌・代謝内科 36,400,000 文部科学省

低身長症を呈するSEDCに対するC型ナトリ
ウム利尿ペプチドの効果の検討

藤井　寿人 内分泌・代謝内科 2,080,000 文部科学省



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委 　小計　32

抗MDA5抗体陽性皮膚筋炎の病因・病態解
明

中嶋　蘭 免疫・膠原病内科 1,560,000 文部科学省

解糖系代謝シフトによる寿命調節効果を指標とし
た加齢生活習慣病の新規診断・治療法の開発 近藤　祥司 老年内科 1,245,000 （独）科学技術振興機構

急性型間質性肺炎合併筋炎における自己抗体の
病因的意義解明と治療法確立に関する研究 三森　経世 免疫・膠原病内科 7,800,000 文部科学省

蛋白アレイを用いた関節リウマチの新たな抗
シトルリン化蛋白抗体の網羅的検索

大村　浩一郎 免疫・膠原病内科 1,950,000 文部科学省

SST－REX技術と細胞免疫療法による新た
な免疫制御法の開発

臼井　崇 免疫・膠原病内科 5,070,000 文部科学省

腎炎発症モデル抗ＤＮＡ抗体遺伝子ノックイ
ン・マウスへの特異的治療アプローチ

吉藤　元 免疫・膠原病内科 1,430,000 文部科学省

肺気腫進展様式から類推する肺胞破壊の
原因

室　繁郎 呼吸器内科 2,470,000 文部科学省

慢性炎症性気道疾患における過去喫煙の
影響；エピゲノム変化を介した機序の解明

松本　久子 呼吸器内科 2,080,000 文部科学省

全ゲノムシーケンスによるＭＡＣ菌分子疫学の確
立と環境感染に関する病原遺伝子の探索 伊藤　穣 呼吸器内科 1,820,000 文部科学省

iPS細胞を用いた難治性呼吸器疾患の病態
解明と新規治療法の開発

三嶋　理晃 呼吸器内科 9,100,000 文部科学省

呼吸不全に関する調査研究 三嶋　理晃 呼吸器内科 39,690,000 厚生労働省

ヒトｉＰＳ細胞を用いた肺組織幹細胞の探索と
Ⅱ型肺胞上皮細胞誘導への挑戦

伊藤　功朗 呼吸器内科 1,040,000 文部科学省

がん微小環境における細胞外シェディングと
核内転写の一元的制御

妹尾　浩 消化器内科 4,550,000 文部科学省

Ｇａｓ６による自然免疫制御が大腸癌に及ぼ
す影響

妹尾　浩 消化器内科 1,560,000 文部科学省

ＡＤＡＭプロテアーゼ活性化分子ナルディラ
イジンを標的とした消化管癌治療法の探索

米門　秀行 消化器内科 1,820,000 文部科学省

ＩＳＳ－ＯＤＮｓを用いた腸管内免疫制御機構の解
明及び炎症性腸疾患新規治療法の開発 本澤　有介 消化器内科 900,000 文部科学省

新規の致死性自己免疫性肝炎モデルを用いた肝
炎劇症化に関わる腸内細菌免疫応答の解析 渡部　則彦 消化器内科 1,560,000 文部科学省

膵臓癌におけるクロマチンリモデリングの役
割

福田　晃久 消化器内科 1,690,000 文部科学省

癌幹細胞特異的マーカーの同定と癌幹細
胞特異的治療法の開発

千葉　勉 消化器内科 1,560,000 文部科学省

炎症性腸疾患大腸発癌における低分子量
ＧＴＰ蛋白Ｒａｌの機能解析

仲瀬　裕志 消化器内科 2,080,000 文部科学省

炎症からの消化器発癌におけるゲノム・エピ
ゲノム異常の統合的解析と生成機構の解明

千葉　勉 消化器内科 53,560,000 文部科学省

「癌幹細胞」と「正常幹細胞」を区別する特異
的マーカー同定とそれを育むニッチの解析

千葉　勉 消化器内科 7,800,000 文部科学省

胃炎からの炎症性発癌過程における幹細胞
の役割

上尾　太郎 消化器内科 1,690,000 文部科学省

NRDｃを標的とした新規大腸癌治療の開発 神田　啓太郎 消化器内科 1,820,000 文部科学省

ヘリコバクター・ピロリ関連胃発癌過程にお
けるゲノム異常生成機構の解明

松本　裕子 消化器内科 1,560,000 文部科学省

肝移植症例の臨床像からのＢ型肝炎ウイル
スの感染様式の解明

上田　佳秀 消化器内科 1,560,000 文部科学省

成体膵の恒常性の維持および膵癌形成に
おけるNotch/Hes1シグナルの機能解析

児玉　裕三 消化器内科 1,950,000 文部科学省

炎症性腸疾患における増悪因子としての鉄の役割
－腸内細菌および鉄関連分子からの解析 松浦　稔 消化器内科 1,170,000 文部科学省

新規Ｂ型肝炎自然発症モデルマウスを用い
た宿主免疫応答の網羅的解析

高橋　健 消化器内科 2,860,000 文部科学省

消化管における癌幹細胞特異的マーカー
の包括的検討

山賀　雄一 消化器内科 900,000 文部科学省

新規幹細胞マーカーＳｏｘ９を指標とした消
化器系幹細胞からの発癌機構の解析

金　秀基 消化器内科 900,000 文部科学省

Ｂ型肝炎の病態解明を目指した新規モデル
マウスの作成と免疫／腫瘍学的解析

犬塚　義 消化器内科 1,000,000 文部科学省
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グリアと神経細胞のクロストーク；てんかん焦
点の広域周波数帯域脳波と画像解析

池田　昭夫 神経内科 1,040,000 文部科学省

脳機能イメージングと皮質脳波による「無料」
のヒト脳内表現の解明

美馬　達哉 神経内科 2,210,000 文部科学省

ガンマセクレターゼのアロステリック構造変
化を利用したアルツハイマー治療研究

植村　健吾 神経内科 1,040,000 文部科学省

孤発性のパーキンソン病を反映する新たな
モデルマウスの作製及び機能解析

浅野　剛史 神経内科 2,470,000 文部科学省

新しいシヌクレイン遺伝子導入マウスを用い
たパーキンソン病発症メカニズムの解明

山門　穂高 神経内科 1,560,000 文部科学省

意識変容にかかわるネットワークの機能動態
の解明

松本　理器 神経内科 910,000 文部科学省

低分子化合物スクリーニングによるパーキン
ソン病治療薬開発

高橋　良輔 神経内科 5,590,000 文部科学省

筋萎縮性側索硬化症の細胞群別の分子病
態の網羅的解明

山下　博史 神経内科 1,690,000 文部科学省

脳内環境：恒常性維持機構とその破綻 高橋　良輔 神経内科 7,800,000 文部科学省

タンパク分解系障害による脳内環境変調と
神経変性メカニズム

高橋　良輔 神経内科 39,130,000 文部科学省

核磁気共鳴法を応用した敗血症重症化早
期診断の確立と新規治療ターゲットの開拓

鈴木　崇生 救急部 1,040,000 文部科学省

難治性ニューロパチーの診断技術と治療法
の開発に関する研究

漆谷　真 神経内科 68,887
（独）国立精神・神経医

療研究センター

再生医療を用いた拡張型心筋症・虚血性心
筋症に対する新たな治療戦略の開発

西尾　亮介 救急部 1,690,000 文部科学省

核磁気共鳴データを用いたパターン認識による解
析を応用した身体的加齢評価法の開発 大鶴　繁 救急部 3,900,000 文部科学省

高性能微量薬液注入装置の開発 小池　薫 初期診療・救急科 364,000 （独）科学技術振興機構

質量分析を用いた小児急性脳症の早期鑑
別診断法の開発

小池　薫 救急部 3,770,000 文部科学省

GLP-1受容体を標的とする抗体イメージング
による膵β細胞療法の開発

豊田　健太郎 糖尿病・栄養内科 1,560,000 文部科学省

グルカゴン分泌修飾におけるインクレチン
GIPの役割の直接的解明

濱崎　暁洋 糖尿病・栄養内科 1,820,000 文部科学省

蛍光ATPプローブ遺伝子導入マウスを用い
た糖代謝異常病態解析

長嶋　一昭 糖尿病・栄養内科 1,950,000 文部科学省

三次元画像解析技術を用いた新生膵島の
解析

藤本　裕之 糖尿病・栄養内科 2,470,000 文部科学省

GIP分泌抑制による抗肥満効果の検討 原田　範雄 糖尿病・栄養内科 1,560,000 文部科学省

グルコース応答性およびインクレチン促進性インス
リン分泌機構における分子機序の解明 原島　伸一 糖尿病・栄養内科 1,950,000 文部科学省

核磁気共鳴(NMR)技術を利用した非侵襲的
膵β細胞定量法の開発

稲垣　暢也 糖尿病・栄養内科 1,170,000 文部科学省

単離小腸K細胞を用いたGIP合成・分泌機
構の解明

稲垣　暢也 糖尿病・栄養内科 7,800,000 文部科学省

２７：膵β細胞量を指標とする糖尿病の早期診断と先制治療を可
能とスルイメージングプローブの実用化、２８：抗がん剤の薬効予
測のためのイメージングプローブの実用化、２９：治療効果判定お
よび癌の性状鑑別用イメージングプローブの実用化

稲垣　暢也 糖尿病・栄養内科 3,500,000 （独）科学技術振興機構

日本人糖尿病家族歴濃厚家系の全ゲノム連鎖解
析および全エクソンシークエンスを併用した糖尿
病関連遺伝子の同定

稲垣　暢也 糖尿病・栄養内科 37,050,000 厚生労働省

農林水産物・食品の機能性等を解析・評価するための基盤技術
の開発（タンニン類に着目したリンゴ・茶の生体調節機能の医学
的検証と高含有品種育成など活用に関する研究開発）

稲垣　暢也 糖尿病・栄養内科 2,700,000
（独）農業・食品産業技

術総合研究機構

機能性を持つ農林水産物・食品開発プロ
ジェクト

稲垣　暢也 糖尿病・栄養内科 4,000,000
（独）農業・食品産業技

術総合研究機構

「寝たきり予防の新規長寿マーカー探索と筋
肉増強低分子のメタボローム解析」

近藤　祥司 老年内科 1,950,000 文部科学省

Exendin骨格を用いた非侵襲的膵島定量の
ためのPET診断用プローブの開発

稲垣　暢也 糖尿病・栄養内科 90,000,000 （独）医薬基盤研究所

老化細胞分泌因子の老年病との関係解明と
その臨床応用への検討

近藤　祥司 老年内科 14,755,000 （独）科学技術振興機構

ストレス老化シグナルによる解糖系酵素分子
制御の誘導する癌化バリアー形成の解明

近藤　祥司 老年内科 4,810,000 文部科学省
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ヒト多能性幹細胞由来肝細胞の分化誘導法
確立と細胞移植における有用性の検討

安近　健太郎 肝胆膵・移植外科 1,950,000 文部科学省

肝細胞癌肝移植後のエベロリムス（Ｅｖｅｒｏｌｉ
ｍｕｓ）の再発予防効果の研究

伊藤　孝司 肝胆膵・移植外科 1,300,000 文部科学省

乳癌に対するトラスツズマブ効果予測因子と
してのニューロピリン1陽性免疫細胞の意義

鈴木　栄治 乳腺外科 1,820,000 文部科学省

肝移植後C型肝炎に対する治療法の標準
化を目指した臨床的ならびに基礎的研究

上本　伸二 肝胆膵・移植外科 37,700,000 厚生労働省

乳癌の血管内皮増殖因子関連マイクロＲＮＡの同
定と抗ＶＥＧＦ療法感受性予測への応用 佐藤　史顕 乳腺外科 4,290,000 文部科学省

有効性と安全性の最大化を目的とした抗悪性腫瘍
薬の生物学的至適投与法に関する研究 石黒　洋 乳腺外科 1,820,000 文部科学省

「早期診断マルチバイオマーカー開発」（血中循環
乳がん細胞に対するエピジェネティクス•マルチ
マーカーの実用化開発）

戸井　雅和 乳腺外科 15,000,000 文部科学省

新規basal-like乳癌サブタイプの分類と分
子・細胞生物学的特性

伊東　潤二 乳腺外科 2,210,000 文部科学省

大腸癌におけるＫＲＡＳ遺伝子変異を介した
糖代謝およびＦＤＧ集積機構の解析

長谷川　傑 消化管外科 1,820,000 文部科学省

ｃｉｎｅＭＲＩを用いた再建胃管の生理機能評
価

田中　英治 消化管外科 1,690,000 文部科学省

胃癌患者における末梢血中腫瘍細胞の治
療効果予測因子としての意義

角田　茂 消化管外科 2,080,000 文部科学省

胃癌腹膜播種性転移に対するドラッグデリ
バリーシステムの開発

小濱　和貴 消化管外科 1,560,000 文部科学省

ＨＥＲ受容体と下流シグナル伝達系異常に
基づく胃癌の治療効果予測マーカー探索

岡部　寛 消化管外科 1,690,000 文部科学省

大腸癌転移制御におけるケモカイン・ジグナ
ル阻害の臨床応用へ向けた展開

河田　健二 消化管外科 1,820,000 文部科学省

糸球体発生シグナルに着目した糖尿病性腎
症進展機序の解明と新規治療薬の開発

松原　雄 腎臓内科 2,600,000 文部科学省

さらなる低侵襲性や機能温存を目指した内
視鏡下手術の開発（２３－A－２６）小管班

坂井　義治 消化管外科 400,000
（独）国立がん研究セン

ター

３５：腎臓透析サポートシステムの研究開発・
実証

柳田　素子 腎臓内科 6,000,000 （独）科学技術振興機構

３６：災害及び在宅に対応した血液浄化装置
の開発

柳田　素子 腎臓内科 6,000,000 （独）科学技術振興機構

組織イメージングを利用した新しい内視鏡観
察システムの開発

堀松　高博 がん薬物治療科 1,300,000 文部科学省

マウスＨＤＯＣＩによる骨・腎臓調節機構の解
明と病態での機能の解明

向山　政志 腎臓内科 3,900,000 （独）科学技術振興機構

EGFRシグナル阻害による細胞分化誘導を
用いた食道癌に対する新しい治療法の開発

大橋　真也 がん薬物治療科 1,560,000 文部科学省

アセトアルデヒドによる扁平上皮発がん機序
の解明と予防医学への応用

武藤　学 がん薬物治療科 1,560,000 文部科学省

網羅的マイクロＲＮＡ発現解析を用いたクル
クミンの新たな抗腫瘍機序の解明

金井　雅史 がん薬物治療科 390,000 文部科学省

近赤外光を利用した非破壊的組織診断シス
テムの開発

江副　康正 がん薬物治療科 1,430,000 文部科学省

難治性がん高危険群スクリーニング用の微
量生体ガス分析法の開発

武藤　学 がん薬物治療科 1,950,000 （独）科学技術振興機構

食道がん化学放射線療法後局所遺残再発例に対するタ
ラポルフィリンナトリウム（レザフィリン）及び半導体レーザー
（ＰＤレーザ）を用いた光線力学療法の医師主導治験

武藤　学 がん薬物治療科 46,800,000 厚生労働省

食道癌治療後難治性狭窄に対する新しい
治療方法の開発(Ｂ－２６)

江副　康正 がん薬物治療科 400,000
（独）国立がん研究セン

ター

消化管がん内視鏡的治療法の標準化に関
する研究（２３－A-19)嶋田班

武藤　学 がん薬物治療科 3,000,000
（独）国立がん研究セン

ター

神経回路の機能的成熟に与るニューロン・
グリア相関ダイナミズムの時空間解析

福山　秀直 神経内科 26,780,000 文部科学省

大脳基底核及び小脳の障害によって生じる
神経ネットワークの機能異常の解明

澤本　伸克 神経内科 1,170,000 文部科学省

磁気刺激と反復運動のハイブリッドによるリハビリの
脳内機構の非侵襲的手法による解明 美馬　達哉 神経内科 2,600,000 文部科学省

デフォルトモードネットワークの活動測定によ
る神経変性疾患の発症前診断

福山　秀直 神経内科 3,900,000 文部科学省
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セマフォリン３Ｅ／プレキシンＤ１経路の制御
による脈絡膜新生血管の治療法開発

大石　明生 眼科 2,080,000 文部科学省

ＶＣＰ阻害剤による網膜色素変性症に対す
る治療法の開発

池田　華子 眼科 2,080,000 文部科学省

緑内障眼の篩状板構造解析と遺伝子解析
による治療評価法の開発

赤木　忠道 眼科 1,690,000 文部科学省

自己組織化マップを用いた糖尿病黄斑浮腫
の新規分類法の探索

村上　智昭 眼科 2,080,000 文部科学省

近視マウスの網膜細胞種別発現プロファイリ
ングとヒト遺伝子多型データとの相関

後藤　謙元 眼科 1,430,000 文部科学省

強度近視における脈絡膜新生血管の発生
機序の解明

山城　健児 眼科 2,080,000 文部科学省

VCP阻害剤による眼疾患に対する新たな神
経保護治療法の研究開発

吉村　長久 眼科 14,560,000 文部科学省

高侵達光干渉断層計を用いた眼底深部構造解析
による難治性視神経疾患の病態解明 宮本　和明 眼科 1,950,000 文部科学省

糖尿病網膜症における血管内皮増殖因子やその
受容体の遺伝子多型と臨床所見との関連 鵜木　則之 眼科 2,080,000 文部科学省

ＳＳ－ＯＣＴおよび黄斑局所網膜電図を用いた網
膜静脈閉塞症の治療反応性、予後の予測 荻野　顕 眼科 1,950,000 文部科学省

加齢黄斑変性に対する個別化医療実現のための
前向き臨床研究にもとづくゲノムワイド関連解析 吉村　長久 眼科 16,000,000 厚生労働省

補償光学適応走査型レーザー検眼鏡を用いた糖
尿病網膜症における赤血球列の動態解析 宇治　彰人 眼科 2,080,000 文部科学省

患者由来iPS細胞を用いた加齢黄斑変性の
病態解明・治療法の開発研究

辻川　明孝 眼科 11,110,000 厚生労働省

視覚系の稀少難治性疾患群に関する症例
データベース構築

吉村　長久 眼科 58,500,000 厚生労働省

ＶＣＰ阻害剤を用いた眼難治疾患に対する
新規治療法開発

池田　華子 眼科 32,900,000 厚生労働省

補償光学適応走査型レーザー検眼鏡を用いた糖尿病網
膜症の病態解析と早期発見、早期治療に関する研究 宇治　彰人 眼科 1,652,000 厚生労働省

グラフト肝虚血再灌流障害の飛躍的改善：間葉系
幹細胞導入による臓器保存液の開発 岡本　晋弥 小児外科 1,820,000 文部科学省

成人生体肝移植の革新：幹細胞導入下の
過少グラフトを用いた肝移植

小川　晃平 小児外科 1,820,000 文部科学省

ＡＲＦＩを用いた肝硬度測定による新たな肝
切除安全性指標確立に関する研究

波多野　悦朗 肝胆膵・移植外科 780,000 文部科学省

境界グラフトに対する一酸化窒素を用いた
臓器保存戦略

八木　真太郎 肝胆膵・移植外科 2,340,000 文部科学省

肝硬変治療への挑戦：再生医療の導入によ
る非移植治療の提案

藤本　康弘 肝胆膵・移植外科 1,300,000 文部科学省

肝虚血再灌流障害における新しいメカニズ
ムの解明―Ｔ細胞の役割について―

内田　洋一朗 肝胆膵・移植外科 1,170,000 文部科学省

免疫応答修飾による肝移植後線維化の制
御戦略

田浦　康二朗 肝胆膵・移植外科 4,290,000 文部科学省

膵線維化における線維産生細胞の起源探
求

田浦　康二朗 肝胆膵・移植外科 1,820,000 文部科学省

常温灌流保存による脂肪肝グラフト再生への挑
戦： 肝摘出後の脂肪肝改善は可能か？ 秦　浩一郎 肝胆膵・移植外科 1,430,000 文部科学省

膵発生マスタージーンPdx1に着目した膵癌
モデルマウスの解析とその治療的応用

増井　俊彦 肝胆膵・移植外科 6,500,000 文部科学省

移植／臓器移植における凝固・線溶系異常
の病態解明と新規治療法の開発

上本　伸二 肝胆膵・移植外科 3,640,000 文部科学省

異種移植における拒絶反応克服の治療戦略－異
種細胞の同種細胞への置換の試み－ 上本　伸二 肝胆膵・移植外科 1,560,000 文部科学省

小児肝移植術後急性期における抗ドナー
HLA抗体検出の意義の検討

小川　絵里 肝胆膵・移植外科 2,470,000 文部科学省

グルコース依存性インスリン刺激ポリペプチ
ドの膵発生と膵癌進展における基盤的研究

小泉　将之 肝胆膵・移植外科 130,000 文部科学省

心停止ドナー肝グラフトを再生の足場として
利用した肝再生に関する研究

遠藤　耕介 肝胆膵・移植外科 900,000 文部科学省

胆管上皮マーカー陽性肝細胞癌細胞にお
ける癌幹細胞としての特性解析

児玉　創太 肝胆膵・移植外科 1,820,000 文部科学省
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筋ジストロフィー患者の予後改善を目的とし
た新規治療方針の開発

馬場　志郎 小児科 2,080,000 文部科学省

ｉＰＳ細胞からの軟骨分化システムを用いた先天性
骨・関節疾患の網羅的解析法の開発 梅田　雄嗣 小児科 1,560,000 文部科学省

病院倫理委員会の教育研修の現状に基づ
いた教育研修方法の確立

道和　百合 小児科 1,560,000 文部科学省

学童の食習慣、生活習慣とアレルギー疾患
の進展に関する前向き研究

楠　隆 小児科 650,000 文部科学省

網羅的遺伝子解析及び細胞工学的手法を
用いた不明発熱症候群の原因解明

西小森　隆太 小児科 5,980,000 文部科学省

先天性好中球減少症の疾患特異的ｉＰＳ細
胞を用いた新規病態解析・治療開発基盤の
確立

渡邉　健一郎 小児科 1,950,000 文部科学省

早産児を対象とした運動発達障害／遅滞の
予測：皮質脊髄路の成熟に着目して

金沢　星慶 小児科 1,200,000 文部科学省

寒冷誘発炎症を主症状とするメンデル遺伝疾患を
利用した寒冷誘発遺伝子発現の機序解明 西小森　隆太 小児科 1,170,000 文部科学省

ｉＰＳ細胞、及び疾患特異的ｉＰＳ細胞からの骨格筋
細胞分化誘導に関する基盤研究開発 加藤　竹雄 小児科 1,690,000 文部科学省

免疫不全症に合併した炎症性腸疾患の網
羅的解析

河合　朋樹 小児科 1,430,000 文部科学省

NLRP3モザイクによる疾患発症、炎症波及
機序の解明

井澤　和司 小児科 1,430,000 文部科学省

中枢神経白血病の病態解析と微小環境を
標的とした特異的治療の基盤開発

加藤　格 小児科 2,080,000 文部科学省

自己炎症疾患とその類縁疾患に対する新規
診療基盤の確立

平家　俊男 小児科 65,000,000 厚生労働省

患者由来iPS細胞を用いた遺伝性筋疾患の
病態再現・治療開発の基盤技術の確立

粟屋　智就 小児科 2,600,000 文部科学省

患者検体および患者由来ｉＰＳ細胞を用いた
広汎性発達障害のエピゲノム解析

平家　俊男 小児科 6,080,000 （独）科学技術振興機構

ＮＯＧマウスを用いたＴＡＭ／ＡＭＫＬのエピ
ゲノム解析

平家　俊男 小児科 3,900,000 （独）科学技術振興機構

iPS細胞技術を基盤とする血小板製剤の開
発と臨床試験

平家　俊男 小児科 4,000,000 文部科学省

筋ジストロフィーに対するトランスレーショナ
ル・リサーチ

平家　俊男 小児科 2,000,000
（独）国立精神・神経医

療研究センター

ヒト絨毛外栄養膜細胞に特異的に発現する
新規蛋白laeverinの機能解析

堀江　昭史 産科婦人科 2,080,000 文部科学省

卵巣癌治療における宿主免疫変化の包括
的解析を用いた新規免疫化学療法の検討

濱西　潤三 産科婦人科 1,560,000 文部科学省

妊娠高血圧腎症に対する新規治療法の開
発

藤田　浩平 産科婦人科 1,560,000 文部科学省

MELF型子宮体癌に対するバイオインフォマ
ティクスを用いた診断・治療法の確立

馬場　長 産科婦人科 2,470,000 文部科学省

卵巣癌における"hot spot"変異解析に基づ
く新規薬剤の探索

松村　謙臣 産科婦人科 1,950,000 文部科学省

妊娠高血圧症候群における胎盤の脂質代
謝バランスとその意義の解明

巽　啓司 産科婦人科 1,300,000 文部科学省

胎児ファイブロネクチンの早産発症における
病態解析および早産の新規治療法開発

最上　晴太 産科婦人科 2,470,000 文部科学省

卵巣明細胞腺癌におけるメタボローム解析
とオートファジーの役割

山口　建 産科婦人科 1,690,000 文部科学省

胎児予備能の許容限界の解明を目指した重症胎
児発育不全における炎症関連分子の解析 近藤　英治 産科婦人科 1,170,000 文部科学省

絨毛細胞による母体らせん動脈の浸潤機構
の解明ー母体血小板に着目してー

佐藤　幸保 産科婦人科 1,560,000 文部科学省

卵巣癌に対する新たな標準的治療法の確
立を目指した研究（２３－A-17)飛内班

小西　郁生 産科婦人科 1,000,000
（独）国立がん研究セン

ター

がん免疫逃避機構を標的にした次世代型免疫治
療の臨床応用と新規バイオマーカーの探索 小西　郁生 産科婦人科 28,600,000 厚生労働省

網膜静脈閉塞症に伴う黄斑浮腫の細胞レベ
ルでの病態・構造・機能解析システムの確立

辻川　明孝 眼科 1,690,000 文部科学省

ゲノム情報や視細胞の形態・生理に基づく加齢黄
斑変性の僚眼発症予測モデルの確立 田村　寛 眼科 1,560,000 文部科学省
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人工内耳成績改善と適応拡大のためのトラ
ンスレーショナルリサーチ

山本　典生 耳鼻咽喉科 1,690,000 文部科学省

頭頸部表在癌の発現プロファイリングによる
治療戦略の確立

楯谷　一郎 耳鼻咽喉科 1,690,000 文部科学省

内耳感覚上皮発生におけるGSK3情報伝達
系の役割と細胞配列パターン形成

岡野　高之 耳鼻咽喉科 1,820,000 文部科学省

感覚毛成熟化におけるＦＧＦシグナルの役
割～内耳再生に向けて

喜多　知子（嶋知
子）

耳鼻咽喉科 1,950,000 文部科学省

内耳発生メカニズムの解明と再生医療への
応用

伊藤　壽一 耳鼻咽喉科 33,020,000 文部科学省

圧電素子を用いた新規平衡感覚デバイスの
開発

稲岡　孝敏 耳鼻咽喉科 1,170,000 文部科学省

咽喉頭癌に対する経口的ロボット支援手術
の安全性・有効性に関する多施設臨床試験

伊藤　壽一 耳鼻咽喉科 52,000,000 厚生労働省

声帯　　患者に対するKP-100（ヒト組み換えHGF；
肝細胞増殖因子）の声帯内投与に関する第Ⅰ/Ⅱ
相試験-医師主導治験-

平野　滋 耳鼻咽喉科 39,000,000 厚生労働省

自己由来細胞による内耳再生医療の開発 北尻　真一郎 耳鼻咽喉科 1,700,000 （独）科学技術振興機構

間葉系細胞を分化誘導した再生骨格筋の
機能的有効性と安全性の研究

平野　滋 耳鼻咽喉科 6,000,000 （独）医薬基盤研究所

患者癌組織移植モデルの網羅的シークエン
シング解析による泌尿器癌薬剤耐性機構の
探索

神波　大己 泌尿器科 4,810,000 文部科学省

マイクロＲＮＡに着目した過活動膀胱新規治
療ターゲットの探索

杉野　善雄 泌尿器科 2,080,000 文部科学省

Ｒａｌ関連分子ネットワークに着目した膀胱癌
進展機序の解明

松井　喜之 泌尿器科 2,080,000 文部科学省

質量顕微鏡を用いた低分子メタボローム解
析の、前立腺癌画像診断への応用

神波　大己 泌尿器科 1,950,000 文部科学省

次世代質量分析による癌個別的ゼノグラフトの双
方向的解析からの革新的診断治療シーズ 小川　修 泌尿器科 9,230,000 文部科学省

種間新世代OMICSに基づく浸潤性膀胱癌
新規動物モデルの開発

小林　恭 泌尿器科 6,610,000 文部科学省

ギャップジャンクションに着目した新たな頻
尿治療ターゲットの探求

吉村　耕治 泌尿器科 2,080,000 文部科学省

Xenograftモデルを用いた前立腺癌予後予
測血中マーカーの探索

寺田　直樹 泌尿器科 1,430,000 文部科学省

ゲノム網羅的解析情報を基盤とするオーダーメイドがん医療実現
のための開発研究（遺伝子情報を用いた前立腺癌罹患リスク予測
モデルの臨床応用と個別化治療法の開発）

小川　修 泌尿器科 5,000,000 文部科学省

膀胱発達に関与するシグナル分子について
の研究

沖波　武 泌尿器科 600,000 文部科学省

ライブイメージングを用いたアトピー性皮膚
炎病態解析と新規病態制御因子の同定

本田　哲也 皮膚科 1,690,000 文部科学省

制御性Ｔ細胞サブセットによる皮膚免疫制
御

野村　尚史 皮膚科 1,560,000 文部科学省

皮膚免疫と全身免疫のクロストークの可能性
の検証とその役割

中溝　聡 皮膚科 900,000 文部科学省

ＣＩＡＳ１遺伝子の機能解析とＣＡＰＳの病態
解明

藤澤　章弘 皮膚科 1,690,000 文部科学省

免疫システムにおける肥満細胞の機能解明 大塚　篤司 皮膚科 800,000 文部科学省

尋常性乾癬の病態維持機構における血清
アミロイドＡの関与についての検討

谷崎　英昭 皮膚科 2,080,000 文部科学省

疫・アレルギー性皮膚疾患と脂質メディエー
ター

宮地　良樹 皮膚科 18,590,000 文部科学省

新規モデルマウスを用いた肥満細胞や好塩基球
のアトピー性皮膚炎における役割の解明 宮地　良樹 皮膚科 1,560,000 文部科学省

マイクロＲＮＡセンサーベクターを用いた新
規ヒト造血幹細胞分画の同定と機能解析

平松　英文 小児科 1,690,000 文部科学省

皮膚の恒常性維持機構からアレルギークロ
ストークへの展開

椛島　健治 皮膚科 5,200,000 （独）科学技術振興機構

ゲノム・細胞工学的手法を用いた家族性血
球貪食症候群の包括的診療基盤の確立

平家　俊男 小児科 14,820,000 文部科学省

ゲノム・細胞工学的手法を用いた家族性血
球貪食症候群の包括的診療基盤の確立

平家　俊男 小児科 1,300,000 文部科学省
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ＣＮＰを用いた顎顔面領域におけるトランス
レーショナルリサーチ

中尾　一祐 歯科口腔外科 2,340,000 文部科学省

塩基性線維芽細胞増殖因子・多血小板血漿徐放
化ゼラチンハイドロゲルによる歯槽骨再生 田村　佳代 歯科口腔外科 2,080,000 文部科学省

ナノ磁性粒子遺伝子導入法による骨再生 園部　純也 歯科口腔外科 910,000 文部科学省

咀嚼能力および唾液が食後高血糖・耐糖能
異常に及ぼす影響

家森　正志 歯科口腔外科 1,690,000 文部科学省

BMP拮抗分子USAG-1とBMP-7の歯数制御
による歯牙再生

高橋　克 歯科口腔外科 849,800 （独）科学技術振興機構

医科歯科連携のチーム医療におけるオーラ
ルケア法の開発

別所　和久 歯科口腔外科 9,200,000 厚生労働省

過食を伴う摂食障害における衝動性の神経
基盤についての研究

野間　俊一 精神科神経科 1,950,000 文部科学省

病的賭博の神経学的および遺伝学的基盤
の研究

挾間　雅章 精神科神経科 2,470,000 文部科学省

統合失調症の社会性障害に関するマルチ
モーダル神経画像研究

村井　俊哉 精神科神経科 4,420,000 文部科学省

プロセス依存の神経基盤に関する研究 村井　俊哉 精神科神経科 2,210,000 文部科学省

発達障害の特性分布の掌握と多特性複合
の客観的指標の開発

船曳　康子 精神科神経科 650,000 文部科学省

発達障害者におけるコミュニケーション障害
のメカニズム解明

船曳　康子 精神科神経科 6,500,000 文部科学省

認知行動療法によるうつ病の治癒過程にお
ける脳構造・機能変化の解明

山崎　信幸 精神科神経科 1,430,000 文部科学省

自己組織化マップを応用した新規脳画像解析によ
り統合失調症異種性の神経基盤に挑む 杉原　玄一 精神科神経科 1,430,000 文部科学省

精神・神経疾患における熟慮的および直感
的意思決定障害の脳内基盤の解明

高橋　英彦 精神科神経科 17,550,000 文部科学省

道徳的・司法的判断に関する認知神経科学
的研究

高橋　英彦 精神科神経科 5,980,000 文部科学省

患者検体および患者由来ｉＰＳ細胞を用いた
広汎性発達障害のエピゲノム解析

船曳　康子 精神科神経科 3,800,000 （独）科学技術振興機構

コネクティビティ解析による統合失調症の意
思決定プロセスと症状の神経基盤の解明

宮田　淳 精神科神経科 1,040,000 文部科学省

腕神経叢引き抜き損傷に対する前処理自家
神経を用いた神経根再埋め込み法の研究

太田　壮一 整形外科 1,820,000 文部科学省

ＤｅｃＮｅｆを応用した精神疾患の診断・治療システムの開発と臨床
応用拠点の構築（ＢＭＩ技術を応用した精神疾患に対するバイオ
マーカーとニューロモジュレーション技術の開発）

高橋　英彦 精神科神経科 10,200,000 文部科学省

iPS細胞技術を応用した軟骨形成腫瘍にお
ける変異IDHの機能解明

岡本　健 整形外科 2,080,000 文部科学省

イヌでの骨髄間葉系幹細胞移植した血管柄
含有チューブ内での神経再生

柿木　良介 整形外科 1,040,000 文部科学省

iPS細胞由来軟骨細胞を用いた軟骨疾患再
生治療法の開発拠点

松田　秀一 整形外科 7,000,000 文部科学省

軟骨変性と軟骨再生課程における低分子量
蛋白と細胞骨格の関与についての研究

松田　秀一 整形外科 1,560,000 文部科学省

新規DDS技術を基盤とした内耳治療法の創
製と臨床応用

堀江　理恵 耳鼻咽喉科 1,690,000 文部科学省

高機能、長期耐用を兼ね備えた人工膝関節
の開発

松田　秀一 整形外科 6,682,000 （独）科学技術振興機構

声帯瘢痕に対する細胞移植による再生医療
に関する研究

平野　滋 耳鼻咽喉科 1,950,000 文部科学省

アクチン構造様式に着目した難聴の分子メ
カニズム解明

北尻　真一郎 耳鼻咽喉科 8,190,000 文部科学省

コンフォーカルマイクロエンドスコープを用い
た新しい内耳遺伝子導入方法の開発

田浦　晶子 耳鼻咽喉科 650,000 文部科学省

広汎性発達障害児の人工内耳両耳聴にお
ける中枢機構

平海　晴一 耳鼻咽喉科 2,210,000 文部科学省

プロスタグランディンＥ受容体サブタイプＥＰ
２、ＥＰ３の聴覚機構における役割の解明

松永　麻美 耳鼻咽喉科 1,560,000 文部科学省

New strategies for cochlear afferent dendrite
and synaptic regeneration.

浅香　ナカリン 耳鼻咽喉科 2,340,000 文部科学省
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定位放射線治療の最適化における基礎研
究

板坂　聡 放射線治療科 1,170,000 文部科学省

生物画像情報と四次元放射線治療を統合し
た個別化放射線治療法の開発

平岡　眞寛 放射線治療科 10,010,000 文部科学省

動態下における強度変調放射線治療の安
全性に関する基礎的検討

中村　光宏 放射線治療科 1,040,000 文部科学省

低酸素・概日周期・代謝制御の相互作用による腫
瘍の悪性化と放射線抵抗性機構 の解明 小林　稔 放射線治療科 1,820,000 文部科学省

肝臓癌に対する体幹部定位放射線治療の
実施手法確立に向けた研究

松尾　幸憲 放射線治療科 1,170,000 文部科学省

前立腺癌に対する革新的放射線外部照射
技術の開発

溝脇　尚志 放射線治療科 2,730,000 文部科学省

外部照射による加速部分乳房照射における呼吸
性移動を考慮した線量計算方法の確立 佐藤　清香 放射線治療科 1,170,000 文部科学省

光イメージング技術を用いた分子標的薬の
放射線増感作用機構の解明

吉村　通央 放射線治療科 910,000 文部科学省

４次元放射線治療計画の臨床応用に向けた
基礎検討

宮部　結城 放射線治療科 1,300,000 文部科学省

放射線治療を含む標準治療確立のための
研究（２３－A－２１)伊藤班

平岡　真寛 放射線治療科 500,000
（独）国立がん研究セン

ター

工業標準化推進事業委託費（戦略的国際標準化推進事
業（国際標準共同研究開発事業：４次元放射線治療に関
する国際標準化））

平岡　真寛 放射線治療科 6,213,810 経済産業省

３０：放射線治療レボリューションによるがん治療最
大効率化（超時間短縮・超省力化）の実現 平岡　真寛 放射線治療科 11,800,000 （独）科学技術振興機構

粒子線治療における腫瘍の線量応答性観
測システムの開発

平岡　真寛 放射線治療科 650,000
（独）国立がん研究セン

ター

IT融合による新社会の開発・実証プロジェク
ト

平岡　真寛 放射線治療科 16,530,000
（独）新エネルギー・産
業技術総合開発機構

２５：生体機能情報イメージング機器のための技術
開発、２６：生体機能情報イメージングプローブの
ための技術開発

平岡　真寛 放射線治療科 1,000,000 （独）科学技術振興機構

強度変調放射線治療における投与線量の
品質保証法（２５－Ｂ－４）

中村　光宏 放射線治療科 200,000
（独）国立がん研究セン

ター

がんの超早期局在診断に対応した高精度Ｘ
線治療システム研究開発

平岡　真寛 放射線治療科 20,068,000
（独）新エネルギー・産
業技術総合開発機構

口腔組織欠損に対する修復促進作用を有
する創保護材の開発に関する基礎的研究

藤村　和磨 歯科口腔外科 1,170,000 文部科学省

予防、治療を目指したヒト疾患特異的iPS細
胞を用いた骨系統疾患解析に関する研究

別所　和久 歯科口腔外科 1,300,000 文部科学省

放射線治療科 2,210,000 文部科学省

がん超早期診断・治療機器の総合研究開発／超早期高精度診
断システムの研究開発：画像診断システムの研究開発／がんの
性状をとらえる分子プローブ等の研究開発（がんの特性識別型分
子プローブ）

中本　裕士 放射線診断科 47,300,000
（独）新エネルギー・産
業技術総合開発機構

金属粉含有機能紙による新しい放射線防護
材の研究・開発

門前　一

深部灰白質穿通動脈とその障害に伴う脳萎縮・変
性や血流・代謝障害の可視化技術開発 岡田　知久 放射線診断科 1,690,000 文部科学省

肝移植後合併症における非造影ＭＲ血流画像、
肝線維化画像の確立と臨床的有用性の検討 磯田　裕義 文部科学省

小動物ＳＰＥＣＴ／ＣＴを用いたヨウ素１２３標
識ラクトソーム腫瘍イメージングの開発

放射線診断科

血中滞留性がABC現象に及ぼす効果およ
びABC現象回避型がん診断治療薬の開発

上田　一樹 放射線診断科 2,210,000

光イメージング・低酸素ＰＥＴ・灌流ＣＴの融合画像
による腫瘍内低酸素状態の動態解析 子安　翔

栗原　研輔

超高磁場ＭＲＩによる超高分解能拡散テンソ
ル・磁化率強調画像を用いた脳アトラス作成

腸間膜脂肪織CT濃度上昇の病的意義解釈
の為のFDG-PET/CTの有用性の検討

中谷　航也 放射線診断科 650,000 文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

2,080,000 文部科学省

放射線診断科 1,560,000

山本　憲 放射線診断科

文部科学省

1,170,000

文部科学省

68Ga標識オクトレオタイドを用いたPET/CT
検査に関する研究

中本　裕士 放射線診断科 1,560,000

多次元医用MRI画像解析のための実用的な
ツール群の開発

藤本　晃司 放射線診断科 2,860,000 文部科学省

躯幹部CT画像の非線形レジストレーション
による経時変化検出技術の開発

富樫　かおり 放射線診断科 1,560,000

放射線診断科 1,200,000

乳がんにおけるバイオマーカーとしてのＩＶＩ
Ｍイメージング法の確立

飯間　麻美 放射線診断科 1,200,000

文部科学省
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脳梗塞に対する骨髄細胞静脈内投与による再生医療と外
骨格ロボットスーツＨＡＬの効果と脳機能画像・神経心理
学的検査による検討

宮本　享 脳神経外科 1,700,000 （独）科学技術振興機構

敗血症時の脳内サイトカイン誘導に麻酔薬が及ぼ
す影響についての分子生物学的検討 田中　具治 麻酔科 1,560,000 文部科学省

麻酔薬の鎮痛作用におけるダイノルフィンと
ノシセプチンの役割の解明

福田　和彦 麻酔科 1,690,000 文部科学省

MSイメージングを用いたグリオーマ悪性転
化マーカー同定の挑戦

宮本　享 脳神経外科 2,210,000 文部科学省

肺扁平上皮癌に対するＦＧＦＲ抑制ベクター
遺伝子治療

伊達　洋至 呼吸器外科 1,040,000 文部科学省

肺動脈弁閉鎖不全による右心室機能低下
の可逆性に関する研究

中田　朋宏 心臓血管外科 1,950,000 文部科学省

肺移植臨床応用をめざした心停止ドナー肺
の体外循環装置による肺傷害修復

伊達　洋至 呼吸器外科 3,900,000 文部科学省

多能性幹細胞由来心筋シートによる心機能改善
機序の解明および心不全治療創薬への応用 坂田　隆造 心臓血管外科 5,980,000 文部科学省

マイクロRNA徐放を用いた細胞フェノタイプ
制御による新規心不全治療の開発

山崎　和裕 心臓血管外科 1,820,000 文部科学省

心筋症患者iPS細胞由来心臓組織シートを
用いた重症心不全治療創薬研究

恒吉　裕史 心臓血管外科 6,630,000 文部科学省

生体内吸収性高分子担体と細胞増殖因子を用いた難治
性虚血性疾患に対する新しい再生医療の開発：オーダー
メイド医療の実現に向けた検討

坂田　隆造 心臓血管外科 61,750,000 厚生労働省

ヒト真皮由来多能性細胞の効率的採取法の
検討と創傷治癒への応用

吉川　勝宇 形成外科 2,210,000 文部科学省

マトリックスプロテアーゼＨｔｒＡ１によるケロイ
ド組織の浸潤メカニズム

内藤　素子 形成外科 1,170,000 文部科学省

機能性人工真皮の開発及び難治性皮膚疾
患への応用

河合　勝也 形成外科 3,640,000 文部科学省

平面培養の時間的三次元化と機能性高分子複合
化技術による弾性線維再生医療の実用化 鈴木　茂彦 形成外科 5,720,000 文部科学省

巨大母斑（黒あざ）患者組織を脱細胞化し皮膚再
生に使用する新規加圧処理治療法の開発 鈴木　茂彦 形成外科 390,000 （独）科学技術振興機構

生体吸収性ハイドロゲル粒子混合細胞集合
体を用いた三次元培養による軟骨再生法

河合　勝也 形成外科 650,000 文部科学省

脳磁図と機能的ＭＲＩを用いた脳内ネットワーク変
容の解析：難治性てんかんの病態解明 國枝　武治 脳神経外科 1,820,000 文部科学省

機能性タンパク質シルクエラスチンを用いた
新規医療材料の開発

河合　勝也 形成外科 2,210,000 （独）科学技術振興機構

多能性幹細胞（iPS細胞）を利用した脳梗塞
に対する再生医療の開発

高木　康志 脳神経外科 4,810,000 文部科学省

近赤外線を用いた頚動脈不安定プラークの
画像化に関する研究

石井　暁 脳神経外科 1,820,000 文部科学省

1,690,000 文部科学省

ワクシニアウイルスを用いた腫瘍免疫誘導の
開発と生体イメージング

荒川　芳輝 脳神経外科 2,210,000 文部科学省

術中皮質皮質間誘発電位記録による脳ネッ
トワーク可塑性の解明

菊池　隆幸 脳神経外科 1,690,000 文部科学省

頭蓋内主幹動脈閉塞性疾患における分子メ
カニズムの解明

宮本　享 脳神経外科 5,460,000 文部科学省

17,030,000 文部科学省

妊孕性の保持を含めた婦人科機能温存・低侵襲
治療を支援する最新ＭＲ機能画像診断 富樫　かおり 放射線診断科 5,330,000 文部科学省

酸素吸入による脳血管・脳脊髄液の動的MR
イメージング

伏見　育崇 放射線診断科 3,120,000 文部科学省

スパースモデリングを用いた新しい医用MRI
画像の創生

富樫　かおり 放射線診断科

拡散強調画像の自動カラーコーディングに
よる乳腺病変の質的診断・リスク層別化

片岡　正子 放射線診断科 910,000 文部科学省

静脈麻酔薬がプロオピオメラノコルチン由来
蛋白の産生に及ぼす影響とその意義の解明

溝田　敏幸 麻酔科 1,170,000 文部科学省

Ｔ細胞に発現するオピオイド受容体の機能と
その意義に関する研究

正田　丈裕 麻酔科 1,950,000 文部科学省

脳血管内治療の実態把握のためのシステム開発
に関する研究（国内の脳血管内治療の登録システ
ムの構築に関する研究）」

宮本　享 脳神経外科 700,000
（独）国立循環器病研究

センター

動脈硬化性巣における新規血管新生調節因子バ
ソヒビンの発現様式と病的意義の解明 吉田　和道 脳神経外科
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新規誘導型制御性ＣＤ８Ｔ細胞の免疫反応・
免疫寛容制御機構の解析

菅井　学
臨床研究総合セン

ター
4,940,000 文部科学省

Ｂ細胞分化活性化制御における分化抑制因
子Ｉｄの役割

蒋　景眞
臨床研究総合セン

ター
900,000 文部科学省

新規ＣＤ８Ｔ細胞分化機構の腫瘍免疫・自己
免疫疾患治療への応用

菅井　学
臨床研究総合セン

ター
1,950,000 文部科学省

パーキンソン病に対する幹細胞移植治療の
実現化

清水　章
臨床研究総合セン

ター
7,590,000 文部科学省

ヒトiPS細胞由来間葉系細胞による心臓外科
領域の全身炎症反応制御法の開発

丸井　晃
臨床研究総合セン

ター
6,630,000 文部科学省

疫学研究デザイン・統計学的手法に関する
検討

田中　佐智子
臨床研究総合セン

ター
300,000

（独）国立がん研究セン
ター

iPS細胞技術を基盤とする血小板製剤の開
発と臨床試験

南　学
臨床研究総合セン

ター
4,000,000 文部科学省

C/EBPβの制御による慢性骨髄性白血病
幹細胞の維持機構の解明と治療への応用

平位　秀世 輸血細胞治療部 1,950,000 文部科学省

精神・神経疾患の画像リファレンスの構築に
関する研究

川口　淳
臨床研究総合セン

ター
2,800,000

（独）国立精神・神経医
療研究センター

薬物刺激間葉系幹細胞を用いたＤｕａｌ　Ｓｔｅ
ｍ　Ｃｅｌｌ　Ｔｈｅｒａｐｙの開発

前川　平 輸血細胞治療部 1,820,000 文部科学省

ＣＭＬ幹細胞の特異的代謝経路と転写因子
制御を標的とした新規治療法の開発

前川　平 輸血細胞治療部 4,420,000 文部科学省

STAT-C/EBPβ経路を介した慢性骨髄性
白血病幹細胞枯渇療法の開発

横田　明日美 輸血細胞治療部 2,080,000 文部科学省

骨髄低酸素環境における骨髄腫幹細胞維
持分子を標的とした新規治療開発

前川　平 輸血細胞治療部 3,770,000 文部科学省

iPS細胞技術を基盤とする血小板製剤の開
発と臨床試験

前川　平 輸血細胞治療部 5,000,000 文部科学省

微小環境に注目したがんの治療戦略開発 平位　秀世 輸血細胞治療部 1,100,000 文部科学省

慢性白血病治療薬の開発（２３－A-23)小林
班

前川　平 輸血細胞治療部 500,000
（独）国立がん研究セン

ター

微小環境に注目したがんの治療戦略開発 前川　平 輸血細胞治療部 2,200,000 文部科学省

Ｄｏｕｂｌｅ　ＩＲ法による中枢神経病変検出の
最適化と臨床的有用性の検討

金柿　光憲 放射線部 1,300,000 文部科学省

食道静脈瘤発現の予測に対する非造影Ｍ
Ｒ perfusion画像の有用性の検討

古田　昭寛 放射線部 1,950,000 文部科学省

睡眠が病態脳の興奮・抑制状態に与える影響：て
んかんとミオクローヌスの生理学的解析 人見　健文 検査部 2,600,000 文部科学省

肺癌診療におけるＸ線ＣＴ検査利用の最適
化

久保　武 放射線部 1,820,000 文部科学省

特発性肺線維症急性増悪におけるマイクロ
RNA

谷澤　公伸
呼吸管理睡眠制御

学
1,690,000 文部科学省

間欠的および持続的酸素濃度操作による多
能性幹細胞の特質改変法の開発

陳　和夫
呼吸管理睡眠制御

学
780,000 文部科学省

ヒト・マスト細胞に発現するNK細胞受容体
KIR2DL4の解析

片岡　竜貴 病理診断科 1,560,000 文部科学省

肝移植後の肝細胞キメリズムの成立とグラフ
トの老化

宮川　文 病理診断科 1,040,000 文部科学省

抗体陽性・血液型不適合肺移植を目指すた
めの、抗体関連拒絶に対する研究

陳　豊史 呼吸器外科 1,690,000 文部科学省

改良型ＥＴーＫ液による肺持続灌流保存の
前臨床研究

板東　徹 呼吸器外科 650,000 文部科学省

生体・脳死肺移植におけるメモリー細胞と制
御性Ｔ細胞／ＴｈＴｈ１７バランスの解析

青山　晃博 呼吸器外科 1,430,000 文部科学省

体外肺潅流技術を用いた、傷害のあるド
ナー肺の評価とその治療への挑戦

陳　豊史 呼吸器外科 9,100,000 文部科学省

肺移植後肺内リンパ組織新生が抗ドナー抗
体局所産生により慢性拒絶に果たす役割

佐藤　雅昭 呼吸器外科 1,690,000 文部科学省

強制オシレーション法を用いた肺移植後急
性肺拒絶評価法の基礎的研究

阪井　宏彰 呼吸器外科 650,000 文部科学省

ＣＤＤＰ＋ＶＮＲによる肺癌術後補助化学療法の治
療効果に関する分子マーカーの検討 園部　誠 呼吸器外科 2,080,000 文部科学省
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委 　合計　401
(注) 1

2

3

ユビキチンリガーゼの発現量を指標とした脳
機能評価法の確立と薬物治療への応用

大村　友博 薬剤部 1,560,000 文部科学省

治療薬開発を目指したリボフラビントランス
ポータ機能欠損の病態生理に関する研究

米澤　淳 薬剤部 1,820,000 文部科学省

多階層解析による薬剤性心筋・骨格筋障害
の支配因子特定と予防法の開発

松原　和夫 薬剤部 5,200,000 文部科学省

腎MATEトランスポータによるドパミン輸送と
体液量調節との関連解明

梶原　望渡 薬剤部 2,210,000 文部科学省

Ｗｅｂサービス技術を応用した診療情報の活
用に関する研究

岡本　和也 医療情報企画部 1,430,000 文部科学省

パーキンソン病におけるL-ドパの個別化処
方設計への研究

松原　和夫 薬剤部 1,430,000 文部科学省

医療サービスの継続性を担保する電子カル
テ秘密分散バックアップ技術の研究開発

黒田　知宏 医療情報企画部 292,500 総務省

実世界指向ユビキタス病院情報システムの
開発

黒田　知宏 医療情報企画部 11,830,000 文部科学省

次世代膵島移植を目指した幹細胞ニッチの
カプセル化による膵島再生の研究

岩永　康裕 臓器移植医療部 1,690,000 文部科学省

血液型不適合肝移植術後患者の免疫寛容
状態の解析

吉澤　淳 臓器移植医療部 1,560,000 文部科学省

中枢神経系に対する抗U1RNP抗体の病原
性に関する研究

藤井　隆夫 リウマチセンター 1,690,000 文部科学省

形質転換を図った肝前駆細胞移植による肝
不全治療法の開発に関する研究

水本　雅己 臓器移植医療部 1,170,000 文部科学省

低温ショック蛋白質の精子形成における役
割に関する研究

藤田　潤 遺伝子診療部 1,560,000 文部科学省

関節リウマチにおける傍関節性骨粗鬆寄与
因子の探索－ケモカインの役割－

伊藤　宣 リウマチセンター 1,950,000 文部科学省

ＮＥＤＤ８修飾された癌遺伝子ガンキリンのプロテ
アソーム活性化による卵巣癌発生機序 東辻　久子 遺伝子診療部 2,080,000 文部科学省

ＲＮＡ結合活性を有する癌遺伝子とｍｉＲＮＡの相
互作用による肝細胞癌発生機序の解析 東辻　宏明 遺伝子診療部 1,560,000 文部科学省

新規マクロファージ活性化制御分子ＥＰＲＡ
Ｐの機能解析

南　学
臨床研究総合セン

ター
1,430,000 文部科学省

繊維芽細胞から造血幹細胞へのリプログラミ
ング技法

伊藤　克彦 遺伝子診療部 650,000 文部科学省

抗原特異的免疫反応制御機構の分子基盤 清水　章
臨床研究総合セン

ター
5,850,000 文部科学省

医学研究に関する各種倫理指針の統合を
目指す包括的研究 <被験者保護と公益性>

村山　敏典
臨床研究総合セン

ター
1,690,000 文部科学省

クラススイッチ組換え制御によるアレルギー
制御・治療法の探索

清水　章
臨床研究総合セン

ター
1,820,000 文部科学省

　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又は委託元を記入する
こと。

　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入すること。

　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が申 請の前年度に
行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを記入すること。
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(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文
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Arai Y

Department of Hematology and
Oncology, Graduate School of
Medicine, Kyoto University,
Kyoto, Japan.

Serum neutrophil extracellular trap levels predict
thrombotic microangiopathy after allogeneic stem cell
transplantation

Biol Blood Marrow
Transplant.19(12):1683-
9, 2013

Arai Y
Department of Hematology and
Oncology, Graduate School of
Medicine, Kyoto University, Japan

Syndrome of inappropriate antidiuretic hormone
secretion induced by tacrolimus following allogeneic
cord blood transplantation

Intern
Med.52(11):1223-6,
2013

Sato T

Department of Hematology and
Oncology, Graduate School of
Medicine, Kyoto University, Kyoto
606-8507, Japan

Human CD1c+ Myeloid Dendritic Cells Acquire a
High Level of Retinoic Acid-Producing Capacity in
Response to Vitamin D3

J Immunol.191(6):3152-
60, 2013

Shimazu Y

Department of Hematology and
Oncology, Graduate School of
Medicine, Kyoto University,
Kyoto, Japan.

Human herpesvirus-6 encephalitis during
hematopoietic stem cell transplantation leads to poor
prognosis.

Transpl Infect
Dis.15(2):195-201, 2013

Chonabayashi K

Department of Hematology and
Oncology, Graduate School of
Medicine, Kyoto University,
Kyoto, Japan

Direct binding of Grb2 has an important role in the
development of myeloproliferative disease induced by
ETV6/FLT3

Leukemia.27(6):1433-6,
2013

Sakamoto T

Department of Hematology and
Oncology, Graduate School of
Medicine, Kyoto University,
Kyoto, Japan

CKIP-1 is an intrinsic negative regulator of T-cell
activation through an interaction with CARMA1

PLOS ONE.9(1):e85762,
2014

Kawabata H
Department of Hematology and
Oncology, Graduate School of
Medicine, Kyoto University, Japan.

Successful Treatment of a Patient with Multicentric
Castleman's Disease who Presented with
Thrombocytopenia, Ascites, Renal Failure and
Myelofibrosis Using Tocilizumab, an Anti-
Interleukin-6 Receptor Antibody

Intern
Med.52(13):1503-7,
2013

Yamashita K
Department of Hematology and
Oncology, Graduate School of
Medicine, Kyoto University

Enhanced generation of reactive oxygen species by
interferon-gamma may have contributed to successful
treatment of invasive pulmonary aspergillosis in a
patient with chronic granulomatous disease.

Int J
Hematol.97(4):505-10,
2013

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

発表者氏名 発表者の所属 題名 雑誌名

Kawabata H
Department of Hematology and
Oncology Graduate School of
Medicine, Kyoto University

Clinical Features and Treatment of Multicentric
Castleman's Disease : A Retrospective Study of 21
Japanese Patients at a Single Institute

J Clin Exp
Hematop.53(1):69-77,
2013
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Clin Immunol.147(1):58-
60, 2013

Arai Y

Department of Hematology and
Oncology, Graduate School of
Medicine, Kyoto University,
Kyoto, Japan

Familial Mediterranean fever mutations in a patient
with recurrent episodes of acute respiratory distress
syndrome

Kadowaki N

Department of Hematology and
Oncology, Graduate School of
Medicine, Kyoto University,
Kyoto, Japan

Guest editorial: immunotherapy for hematological
malignancies: the quest to overcome tolerogenic
drive

International journal of
hematology.99(2):105-6,
2014

Chonabayashi K

Department of Hematology and
Oncology, Graduate School of
Medicine, Kyoto University, 54
Shogoin-Kawahara-cho, Sakyo-ku,
Kyoto, 606-8507, Japan

Successful allogeneic stem cell transplantation with
long-term remission of ETV6/FLT3-positive
myeloid/lymphoid neoplasm with eosinophilia

Ann Hematol.93(3):535-
7, 2014

Yoshioka S

Department of
Hematology/Oncology, Graduate
School of Medicine, Kyoto
University; Department of
Transfusion Medicine & Cell
Therapy, Kyoto University
Hospital, Kyoto, Japan.

CCAAT/Enhancer-Binding Protein beta Expressed
by Bone Marrow Mesenchymal Stromal Cells
Regulates Early B-Cell Lymphopoiesis

Stem Cells.32(3):730-
40, 2014

Nagai Y
Department of Hematology and
Oncology, Graduate School of
Medicine, Kyoto University,

A case of minor BCR-ABL1 positive acute
lymphoblastic leukemia following essential
thrombocythemia and originating from a clone
distinct from that harboring the JAK2-V617F
mutation

Exp Hematol
Oncol.3(1):6, 2014

Matsui Y

Department of Hematology and
Oncology, Graduate School of
Medicine, Kyoto University, Kyoto
606-8507, Japan

Defining HIV-1 Vif residues that interact with
CBFbeta by site-directed mutagenesis

Virology.449:82-7, 2014

Arai Y

Department of Hematology and
Oncology, Graduate School of
Medicine, Kyoto University, Kyoto
606-8507, Japan

Uric acid induces NADPH oxidase-independent
neutrophil extracellular trap formation

Biochem Biophys Res
Commun.443(2):556-61,
2014

S.-I. Harashima

Department of Diabetes and
Clinical Nutrition, Graduate School
of Medicine, Kyoto University,
Kyoto, Japan

Efficacy and safety of switching from basal insulin to
sitagliptin in Japanese type 2 diabetes patients.

Horm. Metab. Res.,
45:231-238, 2013.

Daisuke Tanaka

Department of Diabetes and
Clinical Nutrition, Graduate School
of Medicine, Kyoto University, 54
Shogoin-Kawahara-cho, Sakyo-ku,
Kyoto, 606-8507, Japan.

Exome sequencing identifies a new candidate
mutation for susceptibility to diabetes in a family with
highly aggregated type 2 diabetes.

Mol. Genet. Metab.109:
112-117, 2013.

Yaeko Kondo

Department of Diabetes and
Clinical Nutrition, Graduate School
of Medicine, Kyoto University,
Japan.

A hospital-based cross-sectional study to develop an
estimation formula for 2-h post-challenge plasma
glucose for screening impaired glucose tolerance.

Diabetes Res. Clin.
Pract. 101: 218-225,
2013.

Ablizi Abudukadier

Department of Diabetes and
Clinical Nutrition, Graduate School
of Medicine, Kyoto University,
Kyoto, Japan.

Tetrahydrobiopterin has a glucose-lowering effect by
suppressing hepatic gluconeogenesis in an endothelial
nitric oxide synthase-dependent manner in diabetic
mice.

Diabetes 62: 3033-
3043, 2013.
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31 小計 11Kurita A
Department of Gastroenterology
and Hepatology, Graduate School
of Medicine, Kyoto University

Endoscopic stent placement above the intact
sphincter of Oddi for biliary strictures after living
donor liver transplantation.

J Gastroenterol. 2013
;48(9)

N. Inagaki

Department of Diabetes and
Clinical Nutrition, Kyoto
University Graduate School of
Medicine, Kyoto, Japan.

Linagliptin provides effective, well-tolerated add-on
therapy to pre-existing oral antidiabetic therapy over
1 year in Japanese patients with type 2 diabetes.

Diabetes Obes. Metab.
15: 833-843, 2013.

Kaori Ikeda

Department of Diabetes and
Clinical Nutrition, Graduate School
of Medicine, Kyoto University, 54
Shogoin Kawahara-cho, Sakyo-ku,
Kyoto 606-8507, Japan.

A new equation to estimate basal energy expenditure
of patients with diabetes.

Clin. Nutr. 32: 777-782,
2013.

Nobuya Inagaki

Department of Diabetes and
Clinical Nutrition, Kyoto
University Graduate School of
Medicine, Kyoto, Japan.

Efficacy and safety of canagliflozin in Japanese
patients with type 2 diabetes: A randomized, double-
blind, placebo-controlled, 12-week study.

Diabetes Obes. Metab.
25: 1136-1145, 2013.

Nobuya Inagaki

Department of Diabetes and
Clinical Nutrition, Kyoto
University Graduate School of
Medicine, Kyoto, Japan.

SYR-472, a novel once-weekly dipeptidyl peptidase-
4 (DPP-4) inhibitor, in type 2 diabetes mellitus: a
phase 2, randomised, double-blind, placebo-
controlled trial.

Lancet Diabtes
Endocrinology 2: 125-
132, 2014

Yuichi Sato

Department of Diabetes and
Clinical Nutrition Graduate School
of Medicine Kyoto University
Kyoto Japan.
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5

　　「発表者の所属」については、論文に記載されている所属先をすべて記載すること。

　当該特定機能病院に所属する医師等が申請の前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開
発および評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合
には、七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌
に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等と
当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先が
大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能病
院に所属している場合に限る）。

　「雑誌名」欄には、「雑誌名」「巻数・号数」「該当ページ」「出版年」について記載すること。

　平成二十六年度中の業務報告において当該実績が七十件未満の場合には、平成二十六年度の改正前の
基準による実績についても報告すること。
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伊藤 穣
京都大学医学部附属病院呼吸器
内科

八木 由生
京都大学医学部附属病院呼吸器
内科

EGFR陽性肺癌に対するEGFR-TKIの治療効果予測
は臨床因子から可能か?

伊藤 穣
京都大学医学部附属病院呼吸器
内科

肺癌, 53(5), pp. 451.

後藤　徹
京都大学大学院医学系研究科循
環器内科学

スパイナルドレナージ併用の胸部ステントグラフト内挿
術後に急性硬膜下血腫を生じた１例

伊藤 功朗
京都大学医学部附属病院呼吸器
内科

市中肺炎患者における入院時ストレス高血糖は予後
に関連する

発表者の所属 題名

感染症学雑誌, 87(2),
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結核, 88(2), pp. 232.

心臓　45(4)：　P465-
470. 2013

感染症学雑誌, 87(2),
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成人肺炎球菌性市中肺炎の多施設共同前向き調査
2010年分報告

無治療肺Mycobacterium avium complex症患者にお
ける菌陰性化と環境暴露との関係

雑誌名発表者氏名

松原　雄
京都大学医学部附属病院　腎臓内
科

腎疾患に対する薬剤の使用方法　虚血性腎症
腎と透析 74巻増刊
254-256 2013

武藤　学
京都大学大学院医学研究科腫瘍
薬物治療学講座

消化器内視鏡のcutting edge : 拡大観察とimage
enhanced endoscopy

癌の臨床.　第59巻・第4
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京都大学大学院医学研究科腫瘍
薬物治療学講座

食道表在癌診断・治療の最前線
日本消化器病学会雑誌.
110(10):1753-1773,
2013

Abdominal compartment syndromeを起し得る病態に
おける経腸栄養管理のStrategy

日本腹部救急医学会雑
誌33巻5号829-835,
2013

武藤　学
京都大学大学院医学研究科腫瘍
薬物治療学講座

食道癌化学放射線療法後のサルベージ治療としての
光線力学療法
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第34巻第2号：102-
106,2013

佐藤格夫 京都大学医学部附属病院　救急部

三森経世
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学講座臨床免疫学

筋炎における自己抗体
神経　中外医学社
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田辺 直也
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喘息/COPDの基礎研究最前線　喫煙による肺気腫
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CTを用いた縦断的検討

International Review of
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pp. 115-121.

三森経世
京都大学大学院医学研究科内科
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奥野 雄大
京都大学医学部附属病院呼吸器
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非小細胞癌に対するBevacizumab使用症例の
retrospective解析.

肺癌, 53(5), pp. 518.

松本 久子
京都大学医学部附属病院呼吸器
内科

呼吸器疾患の診断と治療(III)】 慢性咳嗽
医学と薬学, 69(3), pp.
391-398.
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慢性炎症と生活習慣病
第II部, 91-100, 南山堂
2013

佐藤　有紀
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持続血液浄化療法施行中の医療器具取り違えによる
肝移植後患者死亡-事例報告と再発防止策-

日本急性血液浄化学会
雑誌 4(2) 148-153 2013

中村　仁
京都大学大学院医学研究科　腎臓
内科学

腎線維化のメカニズム
Annual Review 腎臓
2013, 75-79, 中外医学
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佐藤　有紀
京都大学大学院医学研究科　腎臓
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CKDにおける貧血と臓器保護
腎と透析9月号, 319-
322, 東京医学 2013

塚本　達雄
京都大学医学部附属病院　腎臓内
科

透析患者に対する薬の使い方　対症療法　女性化乳
房

腎と透析 74巻増刊
427-430 2013

高折恭一
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

IPMN国際診療ガイドライン2012の解説と残された課
題：国際的観点からみた課題

膵臓. 28(2): 173-177,
2013

高折恭一
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

上本伸二
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

肝移植後の再肝移植（生体及び脳死ドナー）／肝胆
膵外科における再切除と再手術。

手術. 67(7): 1077-1082,
2013

上本伸二
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

脳死肝移植における肝静脈再建の実際／学んでおく
べき下大静脈関連手術。

手術. 67(13): 1863-
1867, 2013

腎線維化
Current Therapy 2013,
31(6), p8-12 ライフメディ
コム

上本伸二
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

肝転移した神経内分泌腫瘍の治療戦略—肝移植—／
GEPNETの最前線

肝胆膵. 66(5): 821-825,
2013

佐藤　有紀
京都大学大学院医学研究科　腎臓
内科学

家族性膵癌　定義と診療の実際
胆と膵. 34(7): 519-522,
2013

高折恭一
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

膵神経内分泌腫瘍に対する外科治療
最新内分泌代謝学:
pp560-562, 診断と治療
社（東京）,2013

高折恭一
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

消化管神経内分泌腫瘍に対する外科治療
最新内分泌代謝学:
pp664-666, 診断と治療
社（東京）,2013

高折恭一
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

Artery-first approachによるロボット支援膵体尾部切
除術．

消化器ダヴィンチ手術の
すべて: pp203-213医学
図書出版(東京),2013

高折恭一
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

膵癌に対するneoadjuvant chemoradiationの意義
臨床外科. 69(1):27-31
2014

高折恭一
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

膵癌術前治療のrationale―国内外の現況と問題点― 胆と膵. 35(1): 2014
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海道利実
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

周術期におけるNSTはどうあるべきか？
医学のあゆみ. 247(11):
1155-1160, 2013

海道利実
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

肝移植症例におけるImmunosuppressionと重症感染
症

ICUとCCU. 37(8): 621-
629, 2013

海道利実
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

肝移植における免疫抑制療法の現状と今後の展開
Organ Biology. 20(2):
212-217, 2013

海道利実
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

肝硬変とサルコペニア up-to-date
Prog Med. 33(9): 1966-
1971, 2013

海道利実
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

肝細胞癌に対する外科的治療（３）肝移植術
コンセンサス癌治療.
12(2): 91-94, 2013

海道利実
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

肝移植におけるERASの導入〜管理栄養士との連携
ヘルスケアレストラン.
21(8): 19-21, 2013

海道利実
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

移植手術における周術期感染管理
消化器外科. 36(8):
1213-1223, 2013

海道　利美
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

脳死肝移植の現実
肝癌治療の要点と盲点.
360-362, 2013

海道　利美
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

進行肝細胞癌はどこまで肝移植の適応となるか？
医学のあゆみ. 244(3):
246-248, 2013

海道　利美
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

末期肝疾患におけるサルコペニアの意義と周術期栄
養療法の有用性

医学のあゆみ
248(9):717-722, 2014

海道　利美
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

肝細胞癌に対する肝移植治療の意義
癌と化学療法
41(3):275-279, 2014

海道　利美
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

肝がん：診断と治療法の進歩：肝移植
日本内科学雑誌
103(1):110-115, 2014

波多野悦朗
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

治療成績からみた脈管浸潤の重み付け 肝切除と脈
管浸潤

肝胆膵. 66(6): 953-
960,2013

波多野悦朗
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

肝静脈・下大静脈・心房内腫瘍栓を伴う腫瘍に対する
肝切除 肝切除と脈管浸潤

手術. 67(6): 733-
739,2013

波多野悦朗
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

肝臓外科における漢方の応用
消化器外科. 36(9):
1325-1331,2013

川口道也
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

膵臓移植と膵島移植
最新内分泌代謝学:
pp557-559, 診断と治療
社（東京）2013
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田邉和孝
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

Surgical Interventionの対象となったGastrointestinal
stromal tumor(GIST)26例の検討

日本外科系連合学会誌.
39(1): P19-24, 2014

田邉和孝
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

腸瘻からのS-1+CDDP療法で切除可能となった進行
胃癌の1例

日本外科系連合学会誌.
39(1): P52-58, 2014

田邉和孝
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

成人の特発性胃破裂から腹部コンパートメント症候群
の発症が疑われた1例

日本消化器外科学会雑
誌. 47(2): P92-99, 2014

田邉和孝
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

多様な病理組織像を呈し長期生存したAFPおよび
HCG産生胃癌の1例

日本臨床外科学会雑誌.
75(2): P420-426, 2014

濱口　雄平
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

腹腔鏡下胆嚢摘出術を施行した胆嚢低形成症の１例
外科. 76(2)：209-212,
2014

土生　正信
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

多能性幹細胞を用いた糖尿病治療開発の展望
Annual Review.161-166,
2014

田邉和孝
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

膵粘表皮癌と胃癌・大腸癌の同時性3重複癌の1例
日本臨床外科学会雑
誌.74(9)：　2639-2644、
2013

日本消化器外科学
会雑誌

京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

出血を伴い急性胆嚢炎を発症した腎細胞癌胆嚢転
移の1例

日本消化器外科学会雑
誌.　46(8)：586-
593,2013

田邉和孝
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

テガフール・ウラシル内服により完全寛解が得られた
肝細胞癌肺転移の1例

癌と化学療法. 40(8):
1077-1080、2013

田邉和孝
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

大腸癌異時性孤立性脾転移の1例および本邦報告例
の検討

日本外科系連合学会誌.
38(5)： 1072-1076、2013

田中宏和
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

肝移植におけるADAMTS13活性測定-周術期におけ
るADAMTS13活性モニタリングの意義

臨床検査. 57(5): 567-
574, 2013

青山芳樹
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

肝胆膵に分布する前腸系前駆細胞
肝胆膵. 66(4)： 575-
585,2013

瀬尾智
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

大腸癌術後ドレーン排液アミラーゼ値測定の意義
外科. 75(8)：890-
891,2013

増井俊彦
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

肝転移した神経内分泌腫瘍の治療戦略　　－外科切
除―

肝胆膵. 66(5): 811-
819,2013

増井俊彦
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

術前画像診断のポイントと術中の解剖認識
臨床外科増刊号.
68(11),2013

小川晃平
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

肝細胞癌に対する肝移植
臨床消化器内科. 28(9)：
1263-1269,2013
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統合失調症に併発した横行結腸軸捻の1例
日本臨床外科学会雑誌.
75(3): P731-736, 2014

田邉和孝
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

検診にて発見された脾原発炎症性偽腫瘍の1例
消化器外科. 37(3) :
P383-388, 2014

田邉和孝
京都大学大学院医学研究科 外科
学講座

上本伸二 京都大学　肝胆膵・移植外科
わが国の小腸移植の現況（巻頭言）・ここまで来た小
児小腸移植

小児外科 45: 701,
2013.

上本伸二 京都大学　肝胆膵・移植外科
肝芽腫に対する中央2区域切除術・プロが見せる手術
シリーズ（３）：難易度の高い肝・胆・膵・脾・横隔膜手
術。

小児外科 45: 1197-
1202, 2013

吉澤　淳 京都大学　肝胆膵・移植外科 短腸症候群による肝不全合併症例への小腸移植
小児外科 45:7 749-
752,2013

田村亮 京都大学　肝胆膵・移植外科 胎児治療：胸壁内遺残ダブルバスケットカテーテル
小児外科 45: 84-87,
2013

岡島英明 京都大学　肝胆膵・移植外科 肝移植患者における薬物性肝障害
肝胆膵　68: 307-310,
2014

西小森 隆太
京大 大学院医学研究科 発達小児
科

不明熱の鑑別：自己炎症性疾患をどのように鑑別する
か

月刊リウマチ科 50巻5号
Page629-634 2013年

伊藤　壽一
京都大学大学院医学研究科耳鼻
咽喉科・頭頸部外科学

【再生医療】 内耳の再生医療.
日本医師会雑誌 142(4):
P763-766, 2013

中川　隆之
京都大学大学院医学研究科耳鼻
咽喉科・頭頸部外科学

【革新的難聴治療の夜明け】 内耳再生へのストラテ
ジー　内耳障害の病態に応じた治療法の開発戦略.

日本薬理学雑誌 141(4):
P184-187, 2013

楯谷　一郎
京都大学大学院医学研究科耳鼻
咽喉科・頭頸部外科学

咽喉頭癌に対するTransoral robotic surgery (TORS)
- TORSアドバンスドコースの参加経験 -.

耳鼻咽喉科展望 56(5):
P91-94, 2013

中川　隆之
京都大学大学院医学研究科耳鼻
咽喉科・頭頸部外科学

【急患・急変対応マニュアル-そのとき必要な処置と処
方】　術中・術後の急変への対応法　術中編 鼻中隔
矯正術時の粘膜穿孔.

耳鼻咽喉科・頭頸部外
科 85(5): P294-297,
2013

中川　隆之
京都大学大学院医学研究科耳鼻
咽喉科・頭頸部外科学

内視鏡下頭蓋底手術
耳鼻咽喉科・頭頸部外
科 85(1): P40-44, 2014

布留守敏
京都大学医学部附属病院 リウマチ
センター

寛解の定義とその考え方：DAS28寛解であっても関節
破壊は進行する

リウマチ科.49(1) :115-
120,2013

新井隆三 京都大学 医学部整形外科
関節窩周囲構造の解剖-鏡視下手術ラーニングカー
ブ向上のために

肩関節.37(3):915-
918,2013

戸口田淳也
京都大学再生医科学研究所 組織
再生応用分野

【再生医療の現況と最前線】 再生医療の現状と展望
細胞を用いた再生医療　間葉系幹細胞を用いた骨壊
死治療法の開発

整形・災害外
科.56(5):533-539,2013
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高橋　淳C
京都大学医学部附属病院脳神経
外科

妊産婦脳卒中：平成22年・23年日本脳神経外科学会
による悉皆調査報告

The Mt. Fuji Workshop
on CVD(0289-8438)
31:P108-114. 2013

菊池　隆幸
京都大学医学部附属病院脳神経
外科

治療困難な脳動脈瘤－開頭手術に残された課題－
脳神経外科ジャーナル
22（10）：P742-748. 2013

福光　龍
京都大学医学部附属病院脳神経
外科

頸動脈内膜剥離術において術中塞栓症合併症を防
ぐ工夫－内頚動脈の剥離を血流遮断下に行う方法に
ついて－

脳卒中の外科　41（4）：
P290-292. 2013

吉田　和道
京都大学医学部附属病院脳神経
外科

スタチンと脳動脈瘤
脳と循環　18（2）：
P137-141. 2013

荒川　芳輝
京都大学医学部附属病院脳神経
外科

脳腫瘍
臨床と研究　90(3)：
P281-284. 2013

石井　暁
京都大学医学部附属病院脳神経
外科

開頭摘出術を支援するAVM塞栓術
脳神経血管内治療
7(6)：　P155-155. 2013

千原　英夫
京都大学医学部附属病院脳神経
外科

治療困難な脳動脈瘤に対するバイパス術を併用した
血管内治療

脳神経血管内治療
7(6)：　P144-144. 2013

石井　暁
京都大学医学部附属病院脳神経
外科

整流効果を意識した大型動脈瘤に対するステント併
用コイル塞栓術

脳神経血管内治療
7(6)：　P154-154. 2013

菊池　隆幸
京都大学医学部附属病院脳神経
外科

【脳動脈瘤治療に残る課題】治療困難な脳動脈瘤　開
頭手術に残された課題

脳神経外科ジャーナル
22(10)：P742-748. 2013

高橋　淳
京都大学医学部附属病院脳神経
外科

妊産婦脳卒中の救急搬送におかれる問題点　平成22
年・23年日本脳神経外科学会による悉皆調査報告

The Mt. Fuji Workshop
on CVD 31：　P108-114.
2013

藤林俊介
京都大学 大学院医学研究科整形
外科学

生体活性チタン多孔体を用いた脊椎固定術の中期成
績

中部整災誌.56(3):705-
706,2013

光澤定己 京都大学 医学部整形外科学教室
自家処理骨を用いた寛骨臼部悪性骨腫瘍切除後の
再建

中部整災誌.56(6):1411-
1412,2013

原田豪人
京都大学 大学院医学研究科整形
外科

経脛骨法による膝前十字靱帯再建術後3次元CT画
像による大腿骨骨孔位置の検討と臨床成績との関連

日本整形外科スポーツ
医学会雑誌.33(3):298-
301,2013

溝脇　尚志
京都大学医学部附属病院放射線
治療科

術後残存/再発頭蓋咽頭腫に対する通常分割定位放
射線治療

定位的放射線治療　17：
P37-44. 2013

高橋　淳C
京都大学医学部附属病院脳神経
外科

出血発症もやもや病の急性期マネジメントと手術適応

Practical Neurosurgery
1 脳血管障害の急性期
マネジメント　P158-160.
2014

高橋　淳C
京都大学医学部附属病院脳神経
外科

【妊娠分娩と脳卒中】妊産婦脳卒中の救急搬送にお
ける問題点　事例報告　いわゆる「町立大淀病院事
件」について

The Mt. Fuji Workshop
on CVD(0289-8438)
31:P85-89. 2013
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丸井 晃
京都大学 大学院医学研究科心臓
血管外科

低心機能例に対する血行再建(PCI vs CABG)】 低左
心機能例に対する血行再建PCI vs CABG　わが国で
のレジストリーデータを含むこれまでのエビデンス

日本冠疾患学会雑誌.
2014, vol. 20, no. 1, p.
67-74

丸井 晃
京都大学 大学院医学研究科心臓
血管外科

心血管外科 左主幹部・3枝病変の冠血行再建術
PCI vs CABG

Annual Review循環器.
2014, vol. 2014, p. 270-
281

山﨑 和裕
京都大学 大学院医学研究科心臓
血管外科学

【新人ナースお助け号!術式別イラストで見える・わか
る・動ける　よく出会う心臓手術の術後ケア】 術後に発
生しやすい合併症

ハートナーシング. 2013,
vol. 26, no. 6, p. 590-
598

熊谷 基之
京都大学 大学院医学研究科心臓
血管外科

心臓血管外科で起こるトラブルと求められる足場材
料．

体内埋め込み医療材料
の開発とその理想的な
性能・デザインの要件．
技術情報協会. 2013, p.
80-83

山尾　幸広
京都大学医学部附属病院脳神経
外科

てんかん患者の脳画像診断
BRAIN and NERVE
65(5)：　P573-581. 2013

吉田　和道
京都大学医学部附属病院脳神経
外科

感染症の予防（感染コントロール）
ブレインナーシング
29(12)：　P24-27

吉田　和道
京都大学医学部附属病院脳神経
外科

脳動脈瘤に対する新たなアプローチ　－破裂の機
序、画像診断、破裂の予防－

Brain ＆ Nerve 19(1) ：
P2-3. 2014

吉田　和道
京都大学医学部附属病院脳神経
外科

１．脳血管障害の急性期マネジメント　脳動脈瘤形成・
破裂機序

脳神経外科診療プラク
ティス　P237-238

吉田　和道
京都大学医学部附属病院脳神経
外科

２．脳神経外科の基本手技　手術顕微鏡の使い方
脳神経外科診療プラク
ティス　P178－181

河合勝也 京都大学形成外科学 シルクエラスチンの褥瘡治療効果
褥瘡学会誌　15：41-47,
2013

森本尚樹 京都大学形成外科学
人工真皮貼付後に形成される真皮様組織部の血流
評価

熱傷　39: 278-285,
2013

南方 謙二 京都大学 心臓血管外科 心臓血管領域 弁手術後冠状動脈バイパス術
胸部外科 2013, vol. 66,
no. 8, p. 618-624

坂田 隆造 京都大学 心臓血管外科 継志、そして飛躍―心臓外科の現状と将来展望―
第113回日本外科学会
定期学術集会 記念誌
2013, p. 91-94

南方 謙二 京都大学 心臓血管外科
集中治療におけるアミオダロン注の位置付け：　心臓
手術周術期における不整脈の管理

Progress in Medicine
2013 33(Suppl.1): p.
775-779

山﨑 和裕 京都大学 心臓血管外科 心臓手術と内分泌代謝疾患

最新 内分泌代謝学 第5
章心臓と腎臓の内分泌
代謝．　診断と治療社.
2013, P. 287-289

南方 謙二 京都大学 心臓血管外科 糖尿病合併症と心臓血管外科治療
最新 内分泌代謝学 第8
章糖代謝．　診断と治療
社. 2013, p. 563-289
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丸井 晃 京都大学 心臓血管外科
低侵襲弁膜症治療-TAVRを中心に　経カテーテル弁
膜症治療をめぐる最近の全般的な話題

循環器レビュー&トピック
ス　2014，p. 155-164

池田 義 京都大学 心臓血管外科
【臨床医学の展望2014】 心臓血管外科学　TOPIC 5
先天性心疾患に対する新生児期治療成績がさらに改
善

日本医事新報. 2014,
no. 4685, p. 37

恒吉 裕史 京都大学 心臓血管外科 大動脈疾患　大動脈弁輪拡張症，Marfan症候群
循環器疾患 最新の治療
2014-2015. 2014, p.
333-336

南方 謙二 京都大学 心臓血管外科
臨床医学の展望2014】 心臓血管外科学　TOPIC 4
重症心不全に対する植込み型補助人工心臓の普及

日本医事新報. 2014,
no. 4685, p. 36-37

丸井 晃 京都大学 心臓血管外科
【臨床医学の展望2014】 心臓血管外科学　TOPIC 2
急性B型大動脈解離に対するステントグラフト適応拡
大の是非

日本医事新報. 2014,
no. 4685, p. 34-35

山﨑 和裕 京都大学 心臓血管外科
【臨床医学の展望2014】 心臓血管外科学　TOPIC 3
TAVR:大動脈弁治療新時代の幕開け

日本医事新報. 2014,
no. 4685, p. 35-36

坂田 隆造
京都大学 大学院医学研究科心臓
血管外科学

【臨床医学の展望2014】 心臓血管外科学　複雑冠動
脈病変ではCABGが標準治療に

日本医事新報. 2014,
no. 4685, p. 32-33

阪口 仁寿 京都大学 心臓血管外科
心臓血管外科学　TOPIC 1　SYNTAX試験最終報告：
複雑冠動脈病変にはCABGが標準治療に

日本医事新報. 2014,
no. 4685, p. 34

池見泰明 京都大学医学部附属病院薬剤部
六年制卒業生について・大学病院の立場から−初期
研修プログラムの変更

日本病院薬剤師会雑誌
49 (12): P1277-1279,
2013

森田真樹子 京都大学医学部附属病院薬剤部
ラモトリギン服用患者の母乳育児の2症例－母乳を介
した乳児への移行性－

医療薬学 39(8): P504-
509, 2013

高田哲也
京都大学医学部附属病院薬剤部、
京都薬科大学病態生理学分野

非小細胞肺がん患者に対する簡易懸濁法を用いたエ
ルロチニブ投与に関する検討

医療薬学 39(9): P565-
570, 2013

中川 政幸
京都大学医学部附属病院放射線
部

浸潤性乳管癌と線維腺腫における Triexponential 拡
散解析

日放技学会誌. 70(3):
P199-205. 2014

角　栄里子
京都大学医学部附属病院 臨床研
究総合センター　早期臨床試験部

臨床研究拠点等整備事業と新薬創出
新薬展望2014(Vol.50
S-1)p31-35　2014年

陳　和夫
京都大学大学院医学研究科呼吸
管理睡眠制御学講座

睡眠科学と睡眠医療を俯瞰して
睡眠医療　2013; 7:481-
485.

陳　和夫
京都大学大学院医学研究科呼吸
管理睡眠制御学講座

肥満・メタボリックシンドロームと睡眠障害・閉塞型睡眠
時無呼吸の関係

日臨　2013; 71:580-
586.

陳　和夫
京都大学大学院医学研究科呼吸
管理睡眠制御学講座

非侵襲的陽圧換気（NPPV）の適応と実際
最新医学　2014;
881:1272-1282.
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(注) 1

2

3

　当該医療機関に所属する医師等が申請の前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評
価に資するものと判断される主なものを記入すること。

　「発表者の所属」については、論文に記載されている所属先をすべて記載すること。

　「雑誌名」欄には、「雑誌名」「巻数・号数」「該当ページ」「出版年」について記載すること。

山際岳朗 京都大学医学部附属病院薬剤部
悪性神経膠腫患者に対するtemozolomide・放射線併
用療法における有害反応解析

日本病院薬剤師会雑誌
50 (3): P299-304, 2014

高橋克之
京都大学医学部附属病院薬剤部、
大阪市立大学医学部附属病院薬
剤部

胆道がんに対するゲムシタビン＋シスプラチン療法の
有害反応解析と治療継続に関する影響因子の検討

日本病院薬剤師会雑誌
49 (12): P1305-1309,
2014



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容：  

「会議録の作成」、「手順書、委員名簿、及び会議録概要等の公表と報告」、「臨床研究に関す

る教育研修」、「医の倫理委員会委員への教育研修」、「臨床研究の自己点検及び評価」、「臨床

研究の年次報告及び終了報告」、「臨床研究に関する遵守事項」、「臨床研究に関する試料等の保

存及び他の機関等の試料等の利用」、「変更･追加申請に関する審査手続きと迅速審査に関する手

順」、「多施設共同研究についての事務手続きおよび審査の方針」 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年１２回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

    2 「③倫理審査委員会の開催状況」に係る報告については、平成二十六年度中の業務報告

(25 年度実績)において開催実績が無い場合には、平成二十六年四月以降の実績を報告して

も差し支えないこと（その場合には、その旨を明らかとすること）。  

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

  利益相反マネジメントの原則、利益相反に係る審議体制、手続き等 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年１回 

（注）「③利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員会の開催状況」に係る

報告については、平成二十六年度中の業務報告(平成 25 年度実績)において開催実績が無い場合

には、平成二十六年四月以降の実績を報告しても差し支えないこと（その場合には、その旨を

明らかとすること）。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年２回 

・ 研修の主な内容： 

｢京都大学における審査体制と方針｣、｢研究倫理と倫理指針｣、｢ヒトゲノム・遺伝子解析研究に

関する倫理指針｣、｢疫学研究の"ethics"と"integrity"」、「自己理解度チェック」 

（注）「①臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況」に係る報告については、平成二十六年度中

の業務報告(平成 25 年度実績)において実施実績が無い場合には、平成二十六年四月以降の実績

を報告しても差し支えないこと（その場合には、その旨を明らかとすること）。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

 

京大病院では、単に自立して診療ができるだけでなく、将来的にその領域でリーダーシップが

とれるような実力のある専門医の養成をめざしている。 

こうした専門医になるためには、固定化した医療環境で、漫然と日常診療をこなすだけでは不

十分であり、系統的なプログラムにもとづき、優れた指導医のもとで、さまざまな医療環境を経

験することが必要となる。 

 京大病院は、レベルの高い魅力的な第一線の医療機関が関連病院としてリンクしていることで

有名であり、活発に人事交流することが実力のある臨床医を育成する原動力になっている。プロ

グラムは、こうしたアクティビティの高い病院での修練が包括されたものとなっている。その中

で大学においては若い医師たちが真摯で刺激的なディスカッションを重ねながら、挑戦的で先進

的な課題に取り組む環境が形成されており、京大病院の実績と力に結びついている。 

 

2 研修の実績 

  研 修 医 の 人 数        ８８．５８人 

（注）前年度の研修医の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

北野 俊之 血液・腫瘍内科 助教 ２１年  

八十田 明宏 糖尿病・内分泌・栄養内科 講師     ２２年  

尾野 亘 循環器内科 講師     ２３年  

松浦 稔 消化器内科 助教     １８年  

平井 豊博 呼吸器内科 准教授 １３年  

大村 浩一郎 免疫・膠原病内科 准教授     ２５年  

鈴木 崇生 初期診療・救急科 講師     １８年  

松本 理器 神経内科 特定准教授     １９年  

松原 雄 腎臓内科 講師 １７年  

松本 繁巳 がん薬物治療科 准教授     ２４年  

肥田 侯矢 消化管外科 助教     １７年  

鈴木 栄治 乳腺外科 助教     １０年  

上本 伸二 肝胆膵・移植外科 教授    ３３年  

上本 伸二 小児外科 教授 ３３年  

吉村 通央 放射線治療科  助教    １６年  

山本 憲 放射線診断科 助教     ２０年  

宇治 彰人 眼科 特定助教     １２年  

近藤 英治 産科婦人科 講師     １６年  

平家 俊男 小児科 教授     ３５年  

藤澤 章弘 皮膚科 講師     １３年  

神波 大己 泌尿器科 准教授 ２３年  

伊藤 壽一 耳鼻咽喉科 教授     ３９年  

大槻  文悟 整形外科 助教     １７年  

諏訪 太朗 精神科神経科 助教     １２年  

別所 和久 歯科口腔外科 教授     ３０年  



溝田 敏幸 麻酔科 助教     １２年  

宮本 享 脳神経外科 教授     ３２年  

吉川 勝宇   形成外科 助教 １５年  

坂田 隆造 心臓血管外科 教授    ３９年  

伊達 洋至 呼吸器外科 教授    ２９年  

羽賀 博典 病理診断科 教授 ２２年  

松村 康史 検査部・感染制御部 助教 １１年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



溝田 敏幸 麻酔科 助教     １２年  

宮本 享 脳神経外科 教授     ３２年  

吉川 勝宇   形成外科 助教 １５年  

坂田 隆造 心臓血管外科 教授    ３９年  

伊達 洋至 呼吸器外科 教授    ２９年  

羽賀 博典 病理診断科 教授 ２２年  

松村 康史 検査部・感染制御部 助教 １１年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容・研修の期間・実施回数・研修の参加人数 

  看護職員に対して、「糖尿病療養指導の基礎知識」・「透析看護」・「重症集中ケア」等の

全体研修を1年間で42回実施し、合計1,233名の参加があった。 

  薬剤師に対して、「フィジカルアセスメント研修会」として薬剤による副作用の早期発見・

防止に関する研修会を1年間で8回実施し、合計30名の参加があった。 

  管理栄養士に対して、病態栄養に関する研修を1年間で10回実施し、合計130名の参加があった。 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容・研修の期間・実施回数・研修の参加人数 

  看護師の管理者に対して、「管理者研修」・「実習指導者研修」などの研修を1年間で9回実

施し、合計329名の参加があった。 

  看護師、薬剤師等に対して、「がんチーム医療研修」としてがん化学療法における薬物療法

に関する最新の知識、技術に関する研修を1年間で6回実施し、合計60名の参加があった。 

放射線技師に対して、「診療業務ステップアップ」・「医療被ばく」に関する研修を1年間で

9回実施し、合計1306名の参加があった。 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

(注) 1 高度の医療に関する研修について記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的

な医療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務

する医療従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。なお、平成二十六年度中

の業務報告(平成 25 年度実績)においては、平成二十六年四月以降の実績（計画）を報告しても

差し支えないこと（その場合には、その旨を明らかにすること）。 

 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長 三嶋 理晃 

  管理担当者氏名 薬剤部長     松原 和夫    総務課長         伊野 哲也 
医務課長     中村 正次    医療安全管理室長 松村 由美 
医療サービス課長 恒吉 祐治    医療情報企画部長 黒田 知宏 
感染制御部長   一山  智    医療器材部長     坂井 義治 

 
   保 管 場 所       管 理  方  法 
 診療に関する諸記録 
   各科診療日誌、手術記録、看護記録、 

検査所見記録、紹介状、退院した患 
   者に係る入院期間中の診療経過の要約
  及び入院診療計画書 

診療科 
及び 

医務課 

・カルテは電子カルテと紙カルテの２種

類を管理及び保管している。 

・２００５年に電子カルテを導入してお

り、それ以前の紙カルテについては２０

年の保存期間を設けて病歴管理室にて保

管している。また、紙媒体で生成される

各種検査資料及び同意書等については、

原則、電子印章付きのスキャナで取り込

み、電子データを原本として電子カルテ

に保存している。 

・画像フィルムは、２０１３年４月に全

てのモダリティのフィルムレス化を実施

しており、それ以降、原則、現物保管は

していない。なお、フィルムレス化以前

のフィルムについては、５年の保存期間

を設けて病歴管理室にて保管している。 

・カルテを病院外に持ち出すことは個人

情報保護のため認めていない。 

エックス線写真 医務課 

処方せん 薬剤部 

病院日誌 総務課 

 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 従業者数を明らかにする帳簿 
総務課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 高度の医療の提供の実績 
医務課 

 高度の医療技術の開発及び 
 評価の実績 

医務課 

 高度の医療の研修の実績 
総務課 

 閲覧実績 
総務課 

 紹介患者に対する医療提供 
 の実績 

医務課 

 入院患者数、外来患者及び 
 調剤の数を明らかにする帳簿 

医務課・薬剤部 

第規
一則 
号第 
に一 
掲条 
げの 
る十 
体一 
制第 
の一 
確項 
保各 
の号 

 医療に係る安全管理
のための指針の整備状況 

医療安全管理室 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 医療に係る安全管理
のための委員会の開催
状況 

医療安全管理室 

 医療に係る安全管理
のための職員研修の実
施状況 

医療安全管理室 

 医療機関内における
事故報告等の医療に係
る安全の確保を目的と
した改善のための方策
の状況 

医療安全管理室 



 
 

 
 
 
 
 

状及 
況び 
 第 
 九 
 条 
 の 
  二 
  十 
  第 
  一 
  項 

 専任の医療に係る安全

管理を行う者の配置状況 
総務課 

 

 専任の院内感染対策
を行う者の配置状況  

総務課 

医療に係る安全管理を
行う部門の設置状況 

総務課 

 当該病院内に患者か
らの安全管理に係る相
談に適切に応じる体制
の確保状況 

医療サービス課 

 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 規
 則 
 第 
 一 
 条 
 の 
 十 
 一 
 第 
 一 
 項 
 各 
 号 
 及 
 び 
 第 
 九 
 条 
 の 
 二
 十 
 三 
  第 
  一 
  項 
  第 
 一 
 号 
 に 
  掲 
  げ 
  る 
  体 
  制 
  の 
  確 
  保 
  の 
  状 
  況 
 
 

 院内感染のための指
針の策定状況 

感染制御部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 院内感染対策のため
の委員会の開催状況  

感染制御部 

 従業者に対する院内
感染対策のための研修
の実施状況  

感染制御部 

 感染症の発生状況の
報告その他の院内感染
対策の推進を目的とし
た改善のための方策の
実施状況  

感染制御部 

 医薬品の使用に係る
安全な管理のための責
任者の配置状況  

薬剤部 

 従業者に対する医薬
品の安全使用のための
研修の実施状況  

薬剤部 

 医薬品の安全使用の
ための業務に関する手
順書の作成及び当該手
順書に基づく業務の実
施状況   

薬剤部 

 医薬品の安全使用の
ために必要となる情報
の収集その他の医薬品
の安全使用を目的とし
た改善のための方策の
実施状況 

薬剤部 

 医療機器の安全使用
のための責任者の配置
状況 

医療器材部 

 従業者に対する医療
機器の安全使用のため
の研修の実施状況 

医療器材部 

 医療機器の保守点検
に関する計画の策定及
び保守点検の実施状況 

医療器材部 

 医療機器の安全使用
のために必要となる情
報の収集その他の医療
機器の安全使用を目的
とした改善のための方
策の実施状況 

医療器材部 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理方法の
概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載すること。 



(様式第 6) 

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類 

 

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法 

     計画・現状の別  １．計画      ２．現状  

 閲 覧 責 任 者 氏 名               事務部長 山木宏明 

 閲 覧 担 当 者 氏 名               総務課長 伊野哲也 

 閲覧の求めに応じる場所               総務課内 

 閲覧の手続の概要 

    １．閲覧申込  総務課 

    ２．承認者   事務部長 

    ３．閲覧方法  指定した日時総務課内 

    ４．返却方法  当日総務課へ返却 

 

(注)既に医療法施行規則第 9条の 20 第 5 号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院

は現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当

する番号に〇印を付けること。 

 

 

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績 

   前 年 度 の 総 閲 覧 件 数    延    ０    件 
  閲 覧 者 別   医        師    延    ０    件 

  歯  科  医  師    延    ０    件 
      国    延    ０    件 
  地 方 公 共 団 体    延    ０    件 

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。 

 



 
 
 

 
 

（様式第 6） 

 

規則第１条の１１第１項各号及び第９条の２３第１項第１号に掲げる体制の確保の状況 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・指針の主な内容： 

１．病院の基本理念 
２．院内の責任体制及び管理体制の明確化 
３．安全管理のための各種委員会の設置及びリスクマネージャーの配置並びに医療安全管理室 

の設置 
４．報告等に基づく医療に係る安全確保を目的とした改善方策 
５．医療事故発生時における対応について 
 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の開催状況 

 
     年 12 回 

 
 ・活動の主な内容： 

１．医療事故を防止する方策の検討及び実施 
２．医療事故防止マニュアル等の策定・改善・普及等 
３．発生した医療事故又は発生する危険のあった医療事故等に関する情報収集及び分析並びに 

防止のための改善策の検討・実施 
４．医療事故防止のための研修・講習・教育等の実施 
５．重要事例の対応決定 
６．その他医療事故の防止に関する全般事項 

 
 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年 65 回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

開催日時 研修内容 講師 参加数 

平成25年4月10日 『謝罪するために法律は必要か？』 医療安全管理室 室長 松村由美 33名 

平成25年4月17日 『患者にもやるべきことがあります！』 医療安全管理室 室長 松村由美 47名 

平成25年4月23日 『みんなで取り組む感染対策と医療安

全』 

副病院長 一山 智 620名 

平成25年4月25日 『医薬品安全使用のための研修会』 薬剤部 医薬品情報室 尾崎順子 

抗がん剤調整室 池見泰明 

219名 

平成25年4月26日 『情報開示の成功例―実現したさまざ

まな利益―』 

医療安全管理室 室長 松村由美 35名 

平成25年5月28日 『みんなで取り組む感染対策と医療安

全』（DVD上映会） 

副病院長 一山 智 45名 

平成25年5月28日 『侵襲的処置前の安全確認：みんなで一

緒に「さあ、い・こ・か！」』 

医療安全管理室 室長 松村由美 74名 

平成25年5月28日 『みんなで取り組む感染対策と医療安

全』（DVD上映会） 

副病院長 一山 智 37名 

平成25年5月29日 『みんなで取り組む感染対策と医療安

全』（DVD上映会） 

副病院長 一山 智 44名 

平成25年5月29日 『ヒューマンエラーはどう防ぐ？』 医療安全管理室 看護師長 

辻田麻衣子 

79名 

 



 
 
 

 

平成25年5月29日 『みんなで取り組む感染対策と医療安

全』（DVD上映会） 

副病院長 一山 智 36名 

平成25年5月30日 『みんなで取り組む感染対策と医療安

全』（DVD上映会） 

副病院長 一山 智 42名 

平成25年5月30日 『侵襲的処置前の安全確認：みんなで一

緒に「さあ、い・こ・か！」』 

医療安全管理室 室長 松村由美 63名 

平成25年5月30日 『みんなで取り組む感染対策と医療安

全』（DVD上映会） 

副病院長 一山 智 35名 

平成25年5月30日 『臨床倫理概論』 文学研究科文化思想学専攻 

准教授 児玉聡 

254名 

平成25年5月31日 『みんなで取り組む感染対策と医療安

全』（DVD上映会） 

副病院長 一山 智 41名 

平成25年5月31日 『薬剤誤投与事故から学ぶ情報共有の

重要性』 

医療安全管理室 室長 松村由美 67名 

平成25年5月31日 『みんなで取り組む感染対策と医療安

全』（DVD上映会） 

副病院長 一山 智 27名 

平成25年6月3日 『安全な輸血をめざして（輸血マニュア

ルの要点）』 

輸血細胞治療部 平位秀世 218名 

平成25年6月4日 『みんなで取り組む感染対策と医療安

全』（DVD上映会） 

副病院長 一山 智 41名 

平成25年6月4日 『全職種対象「明日からできる！ミスを

なくす工夫」』 

医療安全管理室 室長 松村由美 82名 

平成25年6月4日 『みんなで取り組む感染対策と医療安

全』（DVD上映会） 

副病院長 一山 智 26名 

平成25年6月5日 『みんなで取り組む感染対策と医療安

全』（DVD上映会） 

副病院長 一山 智 22名 

平成25年6月5日 『安全はコミュニケーションから』 医療安全管理室 看護師長 

辻田麻衣子 

50名 

平成25年6月5日 『みんなで取り組む感染対策と医療安

全』（DVD上映会） 

副病院長 一山 智 14名 

平成25年6月5日 『本当のインフォームド・コンセントと

は』 

医学研究科 社会健康医学系専攻 

 准教授 佐藤 恵子 

174名 

平成25年6月6日 『みんなで取り組む感染対策と医療安

全』（DVD上映会） 

副病院長 一山 智 28名 

平成25年6月6日 『京大病院におけるクライシスマネジ

メント：重大事故が発生したら』 

医療安全管理室 室長 松村由美 62名 

平成25年6月6日 『みんなで取り組む感染対策と医療安

全』（DVD上映会） 

副病院長 一山 智 35名 

平成25年6月6日 『薬剤誤投与事故から学ぶ情報共有の

重要性』 

医療安全管理室 室長 松村由美 154名 

平成25年6月7日 『安全はコミュニケーションから』 医療安全管理室 看護師長 

辻田麻衣子 

47名 

平成25年6月7日 『みんなで取り組む感染対策と医療安

全』（DVD上映会） 

副病院長 一山 智 18名 

平成25年6月7日 『自殺予防の基礎知識』 京都市こころの健康増進センター 

所長 精神科医 波床 将材 

121名 

 



 
 
 

 

平成25年10月29日 『知っておくと役立つ法律の知識：患者

と医療者との関係をめぐって』 

医療安全管理室 室長 松村由美 355名 

平成25年11月25日 『ダブルチェックの落とし穴』 医療安全管理室 看護師長 

辻田麻衣子 

329名 

平成25年11月28日 『機能共鳴型医療事故：臨機応変の光と影』 医療安全管理室 室長 松村由美 127名 

平成25年12月5日 『問題行動患者への対応について～本

院事例から学ぶ 2013～』 

医療サービス課 担当掛 172名 

平成25年12月16日 『本当のインフォームド・コンセントと

は』（DVD上映会） 

医学研究科 社会健康医学系専攻 

 准教授 佐藤 恵子 

3名 

平成25年12月16日 『ダブルチェックの落とし穴』（DVD上

映会） 

医療安全管理室 看護師長 

辻田麻衣子 

10名 

平成25年12月16日 『機能共鳴型医療事故：臨機応変の光と

影』（DVD上映会） 

医療安全管理室 室長 松村由美 4名 

平成25年12月16日 『京大病院におけるクライシスマネジ

メント：重大事故が発生したら』 

医療安全管理室 室長 松村由美 4名 

平成25年12月16日 『ダブルチェックの落とし穴』（DVD上

映会） 

医療安全管理室 看護師長 

辻田麻衣子 

11名 

平成25年12月17日 『安全はコミュニケーションから』（D

VD上映会） 

医療安全管理室 看護師長 

辻田麻衣子 

10名 

平成25年12月17日 『問題行動患者への対応について～本

院事例から学ぶ 2013～』（DVD上映会） 

医療サービス課 担当掛 6名 

平成25年12月17日 『ダブルチェックの落とし穴』（DVD上

映会） 

医療安全管理室 看護師長 

辻田麻衣子 

5名 

平成25年12月17日 『臨床倫理概論』（DVD上映会） 文学研究科文化思想学専攻 

准教授 児玉聡 

3名 

平成25年12月18日 『ダブルチェックの落とし穴』（DVD上

映会） 

医療安全管理室 看護師長 

辻田麻衣子 

3名 

平成25年12月18日 『京大病院におけるクライシスマネジ

メント：重大事故が発生したら』（DVD

上映会） 

医療安全管理室 室長 松村由美 4名 

平成25年12月18日 『機能共鳴型医療事故：臨機応変の光と

影』（DVD上映会） 

医療安全管理室 室長 松村由美 4名 

平成25年12月18日 『問題行動患者への対応について～本

院事例から学ぶ 2013～』（DVD上映会） 

医療サービス課 担当掛 7名 

平成25年12月19日 『薬剤誤投与事故から学ぶ情報共有の

重要性』（DVD上映会） 

医療安全管理室 室長 松村由美 4名 

平成25年12月19日 『全職種対象「明日からできる！ミスを

なくす工夫」』（DVD上映会） 

医療安全管理室 室長 松村由美 8名 

平成25年12月19日 『ダブルチェックの落とし穴』（DVD上

映会） 

医療安全管理室 看護師長 

辻田麻衣子 

8名 

平成25年12月19日 『機能共鳴型医療事故：臨機応変の光と

影』（DVD上映会） 

医療安全管理室 室長 松村由美 5名 

平成25年12月20日 『ダブルチェックの落とし穴』（DVD上

映会） 

医療安全管理室 看護師長 

辻田麻衣子 

19名 

平成25年12月20日 『問題行動患者への対応について～本

院事例から学ぶ 2013～』（DVD上映会） 

医療サービス課 担当掛 15名 

 



 
 
 

 

平成25年12月20日 『自殺予防の基礎知識』（DVD上映会） 京都市こころの健康増進センター 

所長 精神科医 波床 将材 

4名 

平成25年12月20日 『安全な輸血をめざして（輸血マニュア

ルの要点）』（DVD上映会） 

輸血細胞治療部 平位秀世 5名 

平成25年12月25日 『知っておくと役立つ法律の知識：患者

と医療者との関係をめぐって』 

医療安全管理室 室長 松村由美 37名 

平成26年1月7日 『ソーリー・ワークス：有害事象発生後

の病院の対応』 

医療安全管理室 室長 松村由美 38名 

平成26年1月27日 『電子カルテの落とし穴、インターネッ

トの落とし穴』 

医療情報企画部 教授 黒田知宏 96名 

平成26年2月5日 『転倒予防の考え方』 国際長寿医療研究センター 

病院長 鳥羽研二 

150名 

平成26年2月20日 『B型肝炎ウイルス再活性化予防対策指

針～京大病院の戦略～』 

医療安全管理部・消化器内科 

感染制御部・薬剤部 

121名 

平成26年3月10日 『重大医療過誤を防御できる組織形成

へ ～輸血取違え事故から学ぶ』 

医療安全管理室 室長 松村由美 

輸血細胞治療部 部長 前川 平 

333名 

平成26年3月11日 『造影剤から腎臓をまもろう！！』 放射線診断部 助教 金柿光憲 

腎臓内科 准教授 塚本達雄 

130名 

 

 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の状況 
 

・医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
・その他の改善のための方策の主な内容： 
１．各種安全管理マニュアル・指針等の整備と運用状況のモニター、改訂作業 
２．安全に関する部門連携・委員会活動 

・医療安全管理委員会の定期開催 
・リスクマネージャー会議の定期開催 
・多職種間（部門横断的）インシデント検討会の定期開催 
・各種WGの臨時開催 
・院内転倒転落事故防止委員会の定期開催 

３．職員への安全教育 
・講演会・講習会・DVD上映会・院内事例報告会 
・医療安全ニュースの配信 

 
 
⑤ 専任の医療に係る安全管理を行う者の配置状況 

 
 有（ 3 名）・無 

 
⑥ 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（ 5 名）・無 

 
⑦ 医療に係る安全管理を行う部門の設置状況 

 
     有・無 

 
・所属職員： 専任（ 3 ）名 兼任（ 9 ）名 
・活動の主な内容： 
１．医療事故発生時の初動対応と事例調査 
２．各種安全管理マニュアル・指針等の整備と運用状況のモニター、改訂作業 
３．各部門からのインシデント・アクシデントレポート収集と、サーベイランス・分析・対策 

立案 
４．医療安全に関する部門連携・委員会活動 
５．職員、学生等への医療安全教育 
６．医療安全における大学間・病院間・地域間連携 

 
 
⑧ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

 
      有・無 



 
 
 

 
 
（様式第 6） 
 

院内感染対策のための体制の確保に係る措置 
 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 

・指針の主な内容： 

・感染対策に関する基本方針 

・感染対策組織の概要 

・関連委員会及び会議の開催 

・感染制御部（ICT）の業務内容 教育、サーベライランス等 

・感染アウトブレイク（集団発生）時の対応 

・患者等に対する指針の閲覧に関する方針 

 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年 40 回 

 

・活動の主な内容： 

・感染症予防対策委員会   1回/月 

・感染制御部（ICT）会議  2回/月 

・感染対策業務会議      4回/年 

 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年 56 回 

 
・研修の主な内容： 

   

開催日時 研修内容 講師 参加数 

平成25年4月23日 『みんなで取り組む感染対策と医療安

全』 

副病院長 一山 智 620名 

平成25年5月27日 『京大病院感染対策方針と2013年度の

重点課題』 

感染制御部 副部長 高倉俊二 271名 

平成25年5月28日 『みんなで取り組む感染対策と医療安

全』（DVD上映会） 

副病院長 一山 智 45名 

平成25年5月28日 『抗菌薬の適正使用について』 感染制御部 松村 康史 63名 

平成25年5月28日 『みんなで取り組む感染対策と医療安

全』（DVD上映会） 

副病院長 一山 智 37名 

平成25年5月28日 『抗菌薬の適正使用について』 感染制御部 松村 康史 149名 

平成25年5月29日 『みんなで取り組む感染対策と医療安

全』（DVD上映会） 

副病院長 一山 智 44名 

平成25年5月29日 『標準予防策・手指衛生について』 感染制御部 橋本明子 44名 

平成25年5月29日 『みんなで取り組む感染対策と医療安

全』（DVD上映会） 

副病院長 一山 智 36名 

平成25年5月29日 『針刺し・血液曝露対策について』 感染制御部 橋本明子 180名 

平成25年5月30日 『みんなで取り組む感染対策と医療安

全』（DVD上映会） 

副病院長 一山 智 42名 

平成25年5月30日 『京大病院感染対策方針と2013年度の

重点課題』 

感染制御部 副部長 高倉俊二 60名 



 
 
 

 

 
平成25年5月30日 『みんなで取り組む感染対策と医療安

全』（DVD上映会） 

副病院長 一山 智 35名 

平成25年5月31日 『みんなで取り組む感染対策と医療安

全』（DVD上映会） 

副病院長 一山 智 41名 

平成25年5月31日 『針刺し・血液曝露対策について』 感染制御部 橋本明子 54名 

平成25年5月31日 『みんなで取り組む感染対策と医療安

全』（DVD上映会） 

副病院長 一山 智 27名 

平成25年5月31日 『標準予防策・手指衛生について』 感染制御部 橋本明子 123名 

平成25年6月4日 『みんなで取り組む感染対策と医療安

全』（DVD上映会） 

副病院長 一山 智 41名 

平成25年6月4日 『京大病院感染対策方針と2013年度の

重点課題』 

感染制御部 副部長 高倉俊二 68名 

平成25年6月4日 『みんなで取り組む感染対策と医療安

全』（DVD上映会） 

副病院長 一山 智 26名 

平成25年6月4日 『耐性菌とその対応について』 感染制御部 山本正樹 150名 

平成25年6月5日 『みんなで取り組む感染対策と医療安

全』（DVD上映会） 

副病院長 一山 智 22名 

平成25年6月5日 『耐性菌とその対応について』 感染制御部 山本正樹 49名 

平成25年6月5日 『みんなで取り組む感染対策と医療安

全』（DVD上映会） 

副病院長 一山 智 14名 

平成25年6月6日 『みんなで取り組む感染対策と医療安

全』（DVD上映会） 

副病院長 一山 智 28名 

平成25年6月6日 『針刺し・血液曝露対策について』 感染制御部 橋本明子 62名 

平成25年6月6日 『みんなで取り組む感染対策と医療安

全』（DVD上映会） 

副病院長 一山 智 35名 

平成25年6月7日 『標準予防策・手指衛生について』 感染制御部 橋本明子 45名 

平成25年6月7日 『みんなで取り組む感染対策と医療安

全』（DVD上映会） 

副病院長 一山 智 18名 

平成25年11月25日 『インフルエンザと感染性胃腸炎の院

内感染対策』 

感染制御部 長尾 美紀 329名 

平成25年12月6日 『プロカルシトニン（PCT）検査を用い

た抗菌薬治療の適正化』 

感染制御部 副部長 高倉俊二 198名 

平成25年12月16日 『結核に対する院内感染予防策』 感染制御部 伊藤 穣 113名 

平成25年12月16日 『耐性菌とその対応について』（DVD上

映会） 

感染制御部 山本正樹 9名 

平成25年12月16日 『インフルエンザと感染性胃腸炎の院

内感染対策』（DVD上映会） 

感染制御部 長尾 美紀 10名 

平成25年12月16日 『抗菌薬の適正使用について』（DVD上

映会） 

感染制御部 松村 康史 6名 

平成25年12月16日 『耐性菌とその対応について』（DVD上

映会） 

感染制御部 山本正樹 3名 

平成25年12月16日 『インフルエンザと感染性胃腸炎の院

内感染対策』（DVD上映会） 

感染制御部 長尾 美紀 11名 

平成25年12月17日 『標準予防策・手指衛生について』（D

VD上映会） 

感染制御部 橋本明子 16名 



 
 
 

 

平成25年12月17日 『針刺し・血液曝露対策について』（D

VD上映会） 

感染制御部 橋本明子 7名 

平成25年12月17日 『インフルエンザと感染性胃腸炎の院

内感染対策』（DVD上映会） 

感染制御部 長尾 美紀 5名 

平成25年12月17日 『針刺し・血液曝露対策について』（D

VD上映会） 

感染制御部 橋本明子 5名 

平成25年12月18日 『インフルエンザと感染性胃腸炎の院

内感染対策』（DVD上映会） 

感染制御部 長尾 美紀 3名 

平成25年12月18日 『標準予防策・手指衛生について』（D

VD上映会） 

感染制御部 橋本明子 8名 

平成25年12月18日 『京大病院感染対策方針と2013年度の

重点課題』（DVD上映会） 

感染制御部 副部長 高倉俊二 6名 

平成25年12月18日 『プロカルシトニン（PCT）検査を用い

た抗菌薬治療の適正化』（DVD上映会） 

感染制御部 副部長 高倉俊二 4名 

平成25年12月19日 『標準予防策・手指衛生について』（D

VD上映会） 

感染制御部 橋本明子 6名 

平成25年12月19日 『針刺し・血液曝露対策について』（D

VD上映会） 

感染制御部 橋本明子 5名 

平成25年12月19日 『標準予防策・手指衛生について』（D

VD上映会） 

感染制御部 橋本明子 12名 

平成25年12月19日 『インフルエンザと感染性胃腸炎の院

内感染対策』（DVD上映会） 

感染制御部 長尾 美紀 8名 

平成25年12月19日 『プロカルシトニン（PCT）検査を用い

た抗菌薬治療の適正化』（DVD上映会） 

感染制御部 副部長 高倉俊二 7名 

平成25年12月20日 『抗菌薬の適正使用について』（DVD上

映会） 

感染制御部 松村 康史 13名 

平成25年12月20日 『インフルエンザと感染性胃腸炎の院

内感染対策』（DVD上映会） 

感染制御部 長尾 美紀 19名 

平成25年12月20日 『プロカルシトニン（PCT）検査を用い

た抗菌薬治療の適正化』（DVD上映会） 

感染制御部 副部長 高倉俊二 8名 

平成25年12月20日 『耐性菌とその対応について』（DVD上

映会） 

感染制御部 山本正樹 10名 

平成25年2月13日 『HIV診療についての最近の話題』 血液・腫瘍内科 助教 小林正行 63名 

平成26年2月20日 『B型肝炎ウイルス再活性化予防対策指

針～京大病院の戦略～』 

医療安全管理部・消化器内科 

感染制御部・薬剤部 

121名 

 
 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 

 

・病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 

・その他の改善のための方策の主な内容： 

１．感染対策サーベイランスの実施 

・薬剤耐性菌サーベイランス 

・カテーテル関連血流感染サーベイランス 

・手術部位感染サーベイランス 

・感染性胃腸炎サーベイランス 

・上気道症状サーベイランス 



 
 
 

 
２．職業感染防止と曝露後の対応 

・針刺しの原因分析と防止対策 

・抗体価の確認とワクチン接種 

・曝露後の対応（血液体液曝露、結核、麻疹、水痘等） 

 



 
 
 

 
 
（様式第 6） 
 

医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 
 
 
① 医薬品の使用に係る安全な管理のための責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 13 回 

 
・ 研修の主な内容： 

 

医薬品での事故防止に係る本院職員の意識改革と安全管理、及び薬剤師としての資質向上のため 

次の通り研修会等を開催した。 
 

全職種を対象 

◆（医薬品安全使用のための研修会） 

日時：平成 25年 4月 25 日（水）17:15〜（約 30分程度）参加人数：221 名 

 1．『薬剤オーダリングシステムとよくある質問』 

      講演者：薬剤部 医薬品情報室 尾崎淳子 

 2．『薬剤部でミキシングを行う注射薬の注意点』 

      講演者：薬剤部 抗がん剤調製室 池見泰明 

 

薬剤師を対象 

◆（医薬品安全使用のための説明会） 

新規採用医薬品の説明会を毎月開催し、新規採用医薬品の説明と位置づけ及び添付文書改訂

情報､安全性情報､医薬品の取扱い等についての説明と情報の共有化を図っている。 

  開催年月日      参加人数 

 平成 25年 4月 2日（火） 32 名 

 平成 25年 5月 8日（水） 37 名 

 平成 25年 6月 6日（木） 41 名 

 平成 25年 7月 3日（水） 38 名 

 平成 25年 8月 1日（木） 31 名 

 平成 25年 9月 5日（木） 30 名 

 平成 25年 10 月 9日（水） 35 名 

 平成 25年 11 月 7日（木） 36 名 

 平成 25年 12 月 4日（水） 40 名 

 平成 26年 1月 10 日（金） 28 名 

 平成 26年 2月 3日（月） 34 名 

 平成 26年 3月 3日（月） 32 名 
 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 

・ 業務の主な内容： 
 

1.医薬品の採用に関すること 

2.医薬品の購入に関すること 

3.薬剤部における医薬品の管理に関すること 

4.病棟・各部門への医薬品の供給に関すること 

5.外来患者への医薬品使用に関すること 



 
 
 

 
6.病棟における医薬品の管理に関すること 

7.入院患者への医薬品使用に関すること 

8.医薬品の適正使用に関すること 

9.医薬品の安全使用に係る情報に関すること 

10.他施設（医療機関・薬局等）との連携に関すること 

 

以上の業務内容について、平成 25 年 12 月 27 日（金）〜平成 26 年 1 月 15 日（水）に手順書に

基づく業務の実施状況を調査した。 

各病棟における調査者は病棟担当薬剤師と安全管理担当副部長、ＲＩ棟は安全管理担当副部長、

薬剤部内の調査者は各部署リーダーとした。 
 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる情報の収集その他の医薬品の安全使用を目的とした改善
  のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 

・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 

1) 医師からの採用依頼があった新規医薬品に関して、採用開始６ヶ月及び１年後に、採用を

申し出た医師に対して「新規採用医薬品副作用予備調査票」を送付・回収することにより、

院内で発生した副作用情報を収集している。 

2) 医療安全管理担当として副薬剤部長１名が兼任し、毎週開催される安全管理ミーティング

にて院内の情報を収集、業務改善を協議すると共に、医薬品関連のインシデントレポート

をもとに薬剤部内で警鐘事例を共有している。薬剤業務改善の方策を立てることで医薬品

安全使用の質的改善を推進している。 

3) 処方・注射オーダリングシステムに対し、インシデントレポートで提議された報告を基に

薬剤誤投与防止機能を運用を含めて修正し、医師の業務負担を軽減し、医療事故を未然に

防止すると共に、必要なデータベースを構築し、維持・管理している。 

4) 全職員を対象に、アラートメールを通じた医薬品等安全性情報、緊急安全性情報等の配布、

緊急通告や医薬品の採用・削除などの医薬品情報を発信している。 

5) 医師との連携により、院外処方せん交付患者に対して初回投与時の抗がん剤の服薬指導を

行い、副作用等の説明及びその対処を指導して、医薬品安全使用を推進している。 

6) 入院患者の持参薬の内容確認を薬剤師が行い、患者と面談して服薬状況等を情報収集する

とともに、個々の患者に合わせたより適正な使用となるよう、医師に服薬計画を提案して

いる。 

7) 地域保険薬局との連携の一環として、患者の検査値の一部を院外処方せんに記載してい

る。保険薬局で処方監査時に検査値を参照することで、適正で安全な薬物療法推進につな

がる。 

8) 保険薬局にて患者から聴き取った情報のうち、即時性は低いものの「処方医師への提供が

望ましい」と判断された内容を服薬情報提供書(トレーシングレポート)で受け付けている。

薬剤部にて集約したのち、医師へ情報提供を行い、情報の共有化を図っている。 
 
 
 
 
 



 
 
 

 
 
（様式第 6） 
 

医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 
 
 
① 医療機器の安全使用のための責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年64回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 

・平成25年4月に新人看護師及び研修医を対象とした輸液・シリンジポンプの使用方法につい
て研修を実施した。 

 
・平成25年度中に計40回、医師・看護師・臨床工学技士を対象として人工呼吸器・血液浄化装
置・除細動器・人工心肺装置及び補助循環装置等の安全な使用方法についての研修を実施し
た。 

 
・平成25年4月（1回）・5月（1回）に、従業者を対象とした移動型透視装置新規導入における
安全な使用方法についての研修を実施した。 

 
・平成25年4月（4回）に、従業者を対象とした血管造影装置新規導入における安全な使用方法
についての研修を実施した。 

 
・平成25年11月（2回）に、従業者を対象としたハイブリッド手術室装置新規導入における安
全な使用方法についての研修を実施した。 

 
・平成25年11月（1回）に、従業者を対象としたパノラマ撮影装置及びデンタル撮影装置新規
導入における安全な使用方法についての研修を実施した。 

 
・平成25年12月（2回）、平成26年1月（4回）・2月（1回）・3月（3回）に、従業者を対象と
したＸ線撮影装置新規導入における安全な使用方法についての研修を実施した。 

 
・平成26年3月（1回）に、従業者を対象とした移動型Ｘ線撮影装置新規導入における安全な使
用方法についての研修を実施した。 

 
・平成25年6月（1回）・8月（1回）、平成26年2月（1回）に、従業者を対象とした診療用高エ
ネルギー放射線発生装置及び診療用放射線照射装置における安全な使用方法についての研修
を実施した。 

 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 保守点検の主な内容： 
 

・各医療機器の点検周期に沿って臨床工学技士による点検とメーカーによる点検を実施してい
る。 
→臨床工学技士の点検においては、実施可能なバッテリー交換・各種センサー・フィルター
等の定期交換を実施している。 

   →高度な技術を要する修理、オーバーホールはメーカーに依頼している。 
 
  ・放射線機器について年度点検実施計画を作成し、各部門担当者を決めて定期的な点検を実施

している。 
 



 
 
 

 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる情報の収集その他の医療機器の安全使用を目的とした
  改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
 

・医療機器に関する安全性情報は医療安全管理室と協力して医療従事者に周知する体制をとっ
ている。 
 

  ・医療機器の安全使用を目的として、中央管理機種の統一を推し進めている。 
 

・臨床工学技士が随時医療機器の安全な使用状況確認のための巡回を行っている。 
 
・医療機器関連のインシデント・アクシデント報告の周知と改善策の検討を行っている。 
 
・メーカーおよび学会からの安全情報の周知とPMDAの医療機器情報の確認を行っている。 
 
・医療機器の添付文章の現場確認と電子化を行っている。 

 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  病院の機能に関する第三者による評価 

① 病院の機能に関する第三者による評価の有無 有・無 

 ・評価を行った機関名、評価を受けた時期 

 

 

 

(注)医療機能に関する第三者による評価については、日本医療機能評価機構等による評価があるこ

と。 

 

 

2  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

 病院のホームページ（http://www.kuhp.kyoto-u.ac.jp/）及び広報誌「京大病院広報」 

（http://www.kuhp.kyoto-u.ac.jp/outline/pr.html）により、最新ニュース、最先端医療や 

各診療科の紹介、院内活動の報告等を行っている。 

 

 

3  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

「集学的がん診療ユニット」として、そのがんを専門とする内科医・外科医・放射線治療医、

あるいは病理診断医・放射線診断医・各種医療スタッフが、同一の外来で診療科横断的に診療を

行い、客観的で迅速な診療方針の決定を可能としている。また、定期的にケースカンファレンス

を実施し、互いの知識を共有することで治療の質を高め、専門医・専門スタッフの教育の場とし

ても大きな効果を上げている。 

 


